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BHRAU HH 
BRBSAGHSR HAMHS, 日 本 鉱山 地質 学会 , 日 本 岩石 夏物 破 床 学会 , 日 本 
人 鉄 物 学会 , 日 本 物理 探 久 技 術 陣 会 , 東北 鉱山 学会 , 東部 炭 硫 技術 会 及び 宮城 県 合同 
主 仙 の 全国 鉱業 大 会 は , 昭和 28 年 10 月 3 A(t) LY 仙台 市 に 於 いて 盛大 に 行 
われ た 。 第 日 は 仙台 市 レジ ャ ー セ ンタ ー を 会 場 と し て GRABSHDN, 次 いで 
果 業 振 喝 講演 次 と し て 次 の 講演 が 行わ れ た 。 


山形 県 内 陸 油 田 に つい て 帝国 石油 株 式 会 社 技師 , Pee ees 
AS c = 
鉱物 と 人 生 東北 大 学 理学 部 長 , RAILAZAR 


yw WW Fk ss 

低 品 位 炭 , FROM AICOWC TRA RR ee 

10 月 4 日 午前 9 時 より 東北 大 学 工 学部 に 於 いて , RRR ASE 1 Sy Uk MAR) 
第 2 会 場 ( 水 成 鉱床 及び 鉱物 ), 第 3 会場 (PR), BARD (RM), 第 5 会場 BS, 
BER), 第 6 会場 UAB) Kan CHDK. FOI b, 本 学会 関係 分 の 第 1 及び 第 2 
RYO BLVNERO I) CHD 

SA RARRIC BAT ZB OPSE (1) — fed AAV SEA AC OW CS AIBE), 鉱床 生成 に 於 
WAURBUCOW T (鈴木 廉 三 九 , 早川 典 久 , SRS), AP OERR ES ICOWT (REF 
BA), BROOM MEOW TC (TARE, 南部 松 夫 ), 釜石 鉱山 の ルウ ツ ド ウツ! ヒ 
石 と その 共生 (渡辺 武男 , 伊藤 順 ), 京都 府下 鐘 打 , MEY PAT VY 録 床 に つい て , 
(佐々 木 昭 ), 岩手 県 詳 松 満 俺 鉄山 の 地質 鉱床 (高橋 維 一 郎 ), 福島 県 入 総 鉱 山 の 地質 及 
び 鉱 床 (35 1 報 ) (鈴木 光郎 ', RBS UINCOWCOBRE (第 1 報 ) (石橋 正治 , 土橋 
AR), 西 吾妻 人 鉄山 に 於 ける 地質 構造 と 富 鉱 体 と の 関 攻 に つい て (ER), 硫黄 欲 床 
VRE D REHM EEROMAO RAW — S838 (鈴木 敏明 ), HEAR UR BLES FE SR AK PARRA UIR OD HS 
(堀越 義 --), PARES VOB SRSA MARL ILLEER (BEHLEL), 岩手 県 雲上 鉱 
I, KVERMMOSH FY vy GRO (APE RVR). 
TEE A ABA eh CBS 4% Bae SSB I Oe RiCOW Ct ( 田 
H— ke), 秋田 , 山形 県 境 に 発達 する 石油 坪 岩 に つい て (HOR, BASIE), 仙 全 市 
以 北 王 城 寺 原 周 辺 の 耳 炭 田 に つい て (SIR), 海底 炭田 と し て の 常 毅 炭田 の 地質 
に つい て (LAT), 試 氏 に よる 常磐 炭田 白水 層 群 の 堆積 学 的 研究 (RAH) 
(eS), 青森 県 小湊 町 内 章子 産 の 放射 状 重 品 石 (長谷 川 修三 , BRN), BERS 
ADU PERUR ENCOUN C (RAKE), 富 城 県 池 月 鉄 由 産 ペ イロ モル ファ イト (小野田 匿 
高 ), 御 城 県 細 倉 鉱山 産 塔 状 桃色 方 解 石 (KR, LURE). FRB OSER Rc 
つい て GERRSEEB), PY Y フィ ライ ト の 結 品 学 的 議 隆 質 に つい て (SPH), ガイ 
ガー 管 に よる 絹 雲 母 化 作 用 の 測定 (第 3 報 ) (UK BSH), hyo ee Se 
の 測定 , 特に 黄 鉄 鉄 の 場合 に つい て (佐々 木 昭 ), SERGE A leak LL BE BORK O Baws 
BL, その 結晶 の 不 規則 性 と の 関係 に つい て (REE, $6) 

続い て 10 月 5 FABRICA, WE RRAMRERD, VES, 松島 の 見 学 
族 行 も 行わ れ た 。 更に 6, 7 両日 は 細 倉 鉱山, APA, 伏石 鉱山 , HRaK RU 
EAA CT BU Bab Uc HBS EX NE ROA MBML Peo 
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i from a pegmitite at Ishikawa Town, 


be eS sale Fukushima Prefecture. | Se r 
ag ela K #& % —. (Keiichi Omori)* sy ike 
ie a 長谷 川 修 = (Shuzo Hasegawa) Nn Nik 
Sen Be 0 2 from pegmatite deposit is very rare in ioe ae 

The writers od the mineral in a pegmatite at Ishikawa Town. Essential 4 "ay ae 


minerals of the pegmatite are quartz and perthite. Titanite occurs | ae 
perthite at a marginal parts ot the pegmatite as a crystalline aggregate 
measuring ue to 2~3 cm. The specific gravity determined ty a pyeno- 
meter is Ge =3.510. Color is grayish yellow in thin section | and ris 
his ae is weak. The result of chemical anaylsis is given as follows. 
SiO, 30.65, TiO, 37.64, Al20; 2.95, Fe20; 0.71, [Y] 203 none, FeO none, 
MnO 0.10, CaO 27.05, MgO none, Ig. loss 0.45, Total 99.55.%. _ AProth 
the calculation of molecular proportion, it may be obvious that the mine- By 
; ral contain 7.7 % R,SiOs (R=ALFe) in CaTiSiOs. ee 
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Th 


4 ut 
WAR RRR, RITE, TREORIR SMI: CCEA 
| られ, 叉 スカ ルン 中 に も 展 々 見 出さ れる 。 ペ グマ タイ ト か ら 産 する 例 は 稀 
| で ぁ る が が , PCT TY BO, QTE AOTC, 大 塊 を な し て 産 す る 

| 場合 が 知ら うれ て いる リ 。 叉 最近 福島 県 安達 郡 大 田村 海 方 作 の ペグ マタ イト 
か ら 稀 土 類 を 含む 梶 石 即 も イッ トロ クサ ビ 石 (keilhauite) の 産出 が 報せ ぜ 
られ た や 。 大 川 町 附近 の ペグ マタ イト か ら 想 石 の 産 す る こと は 既に 知ら 」 
て いた よう で ある が , 未だ その 適 確 な 記載 は な く , HAAN HD 
ai owTt He 含量 が し ら べ られ た *。 


bt HULK 理学 部 岩石 破 物 夏 床 学 教室 . f 
1) Hitchen, C: S.; Am. Min., 20, 9~11, 1935. 


J Spence; H.-S.; Am. Min., ZO 727, b9 39% +4 i eg 
Poueh, F. H.; Am. Min., 19, 599~602, 1934. , 

2) RLF OR, 河合 貞 吉 ; ML MUL, 4, 42 へ 43, 1951, MBER OAMEIC 
を よる と , 徹 坂 村 ペ グマ タ イト 等 か ら も keilhauite が 見 出さ れ た 由 で ある 。 | 
8) Sasaki, J.; Bull. Chem. Soc. Jap.,4, 111~112) 1929, 
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= SRN ES LT SRE RRO BH 0.5 km 
の 山地 に ある 小 ベ グマ タイ ト か ら 控 集 し た 。 この ペグ マタ イト は 主として 
NFA EDEL DE RYD, PROBES, FEASTS th 稀 元 素 
SONAR S DADO BEART TI 1 ORR NH 4 PR 
に , 比較 的 大 き な 結 晶 を な し て 産 し た 。 


$4 Sy 記載 
PAIK S XK 2x3. OFF MRE 0.5x1.0 cm 程度 の も の ま 
で 十 数 個 あ る (第 1M). 二 三 の 結 品 面 は 認め られ る が , Nd RAO 


ee 


_ fam 

1 ARR \ 

複雑 な 集合 で , 結 量 形 を 判定 する に は 困難 で ある 。 色 は 灰 黄色 か ら 黄 色 を 
EL, 樹脂 光沢 を 示し 不透明 で ある が , AUTON CBE AS. 
肉眼 的 に 双 上 品 が 認め らち られ, 沖 開 は 明らか で ある 。 硬度 は H=5~5.5, tt 
Hy Cie L re lbmtaz G3 =3.510 で あぁ つた 。 

BUS P CLR C, SEEMED RO ENS, HR, 複 
屈折 共に 大 きく , PEACOAT. Bt OM AMITONT & 
タイ ト 中 に は , 橋 石 の 小結 醒 が 集合 し て 産 す る 部 分 が あり , この 部 分 で は 
HALAS, Ree faPia te dkic os — AD ABH, SRO 
A, ジル コン , BRB OCHRO fin & REPEL CWS (第 2 図 )。 
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WL, その 沙 液 に つい て 著 量 の Ti の 存在 が 確か め ら れる 。 有 叉 KHSO, t= 


ES ae 


2 T: oe. F: BE, Z: ARG 
BMC EOCD, 完全 に は 深 解 され な い 。 こ れ に 対し Na,CO, were kn 
WeSC BSNS. じ セ か し この 場合 は H,0, HCl 抽出 に よ つ て Ti FH 
全 に 次 液 と する こと は で き な い 。 従 つて , 一 般 の 球 酸 塩 の 分 析 潜 による, 
Na,CO, aie HCl 抽出 に より SiO。 を 分 離 定量 する 方 法 で は , SiO。 YE 
BPILBROR YF VY ERE FOT, その 後 の 処 理 が 困難 と な る 。 よ つて 
tEAM titanosilicate の 系 統 的 分 析 法 と し て 第 ユ 表 に 示し た よう な 
坊 法 を 用 いた 。 

第 1 CRW CW (Fi) 中 に は 相当 量 の 微細 な ぇ ヌ タ チタ ン 酸 及び 少量 
の SiO。 が 渡 入 し て 液 は 白濁 する が , これ 等 は 沈 濃 (P;) 中 に 全部 集中 す 
る か ら そ の まま 処理 を 進め て さしつかえ な い 。 Mis (Rs) 中 に 未だ 残る よ 
う で あつ な たら, 再び NaHSO 燈 融 し ) 5% H.SO, Cah Hee & vey (F;) 
に 加え る 。 Wee (Fs) は HS に より Pt を 除去 し た の ち , 適当 に 本 分 し , 


Fe, Ti, Mn, 和 務 土 の 定 基 を 行う 。ALO。 は (P.)+ (Rs) OBL CNS 


の 酸化 物 の 重量 の 療 を も つて 亡 わ す 。 Fe, Ti は FeV HLH Fe!” 
及び KMnO。 現 定 液 で 滴定 する 。 

この よう な 方 法 で 精選 試料 の 化学 分 析 を 行 つ た 結果 は 第 3 表 の 通り で 
be 
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1). Harada, Z. ; Jour.. Fac. Sci. Hokkaido Univ. 3, 337, 1936 
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マタ イト か が から 産 し た 稀 土 を 含む keilhauite ODMH BSS. i, BRE 
AS ARRON T TI 4 ACERT SWRA POA”, PeaRE ー 
RIB ONT IA EY, RUBMABAIAN Ve RBSRAVY PORBAD — 
| BHR # わ れ て い OO = れ 等 の 分 析 結 きき 巣 を 第 43 表 に 掲げ る 。」 
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a. 1) AK, 河合 貞 吉 ; 前 出 . so es 
2 REE, GAT, KH BADIA 14, 882, HHA 10. ge 
ay 8): FERZSER ; She sve, 4, 40, 1951. Re 
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3 日 本 及び 朝鮮 産 柱 右 の 化学 分 析 例 ( 交 献 末次) 
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/ # % | CaTiSiOs | BR |G |BNM S # EB 
Pd : al : 1 ; weet 
A Te WEG PAWEL, NE Wt.% Wt.% 
Be SiO; 30.6 30.81 27.64 |° 30.60 28.83 
TO, |, 408 40.21 32.01 | 37.60 41.19 
is Al0s |S | C061 3.88 に Ut 
L Fe,0,; aie 0.51 6.30 no a 
+. [Y]205 LS == 8.53 0.00 och; 
MgO a C20 0.97 oc Le 
| we Cag 28.6 26.42 19.59 | 25.30 28.64 
i HO Me as 1.45 = 0.64 
| Total 100.0 99.77 100.37 | 92.50 99.30 
= Sp.Gr. — | — |; 393 3.51 3.5 
> # «| — || weer | 57a o |B Mizar 
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MBOMCAR AHH CaTiSiO,” six Ca(Ti0)SiO,”? 等 で あら は され 


1) Zachariasen, W. H. ;‘Zeit. Krist. 73, 7~16, 1930. at 
| 2) Doelter; Handbuch der Mineralchemie III, 1, 63~64, 1919.- : TD ROR 
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214 、 風 石 破 物 破 床 学会 計 


sq) Al, Fe,[Y] は Ca, Ti $EML TOS SOLBASN”, (CaaR™) 
(TigR'”) (SiO;); OR CH DIT HE” OHS, A, Ti & Sn で 次 換 セ 
た 例 3 も 知ら れ て いる 。Groth” は Al, Fe’ 等 は R'SIO, の 形 で Ca 
TiSiO。 と 固 深 修 を な し て いる も の と 療 え た 。 : 

石川 産 橋 右 の 化学 成分 を みる と , 理論 値 に 比較 し て TiO。, CaO が 少く 
xZ ALQ。, FesO。 を 含ん で お り , そ の 合計 は 3.694( 重 量 比 ) に 達 じ て いる 。 
この Al, Fe は RSi0。 OH CaTiSiO, の 一 部 を 置換 し て 含ま れ 
て いる も の と し 両者 の 分 子 比 を 求め る と 
ude Ca Li OR NS 92.3 Mol% 

RE SO RE ad She aaa LwZ 

BI - OMPGIR CaTiSiO, dic Al, Fe を R',SIO; と し て 7.7% 

(分 子 比 ) 含ん だ る も の と 考え られ る 。 


。 本 研究 に 要 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に よる 。 双海 方 作 産 keilhauite 
の 産出 を 御 知ら せ 下 され た 楼 井 欠 一 氏 に 謝意 を 表す る 。 


酸化 満 俺 鏡 物 特に 硬 浦 俺 鏡 , 水 満 俺 鏡 , BE RO MBB 。 
に つい て * ( 満 俺 鉱物 の 研究 III.) 


On the alteration of psilomelane, pyrolusite and manganite. 
(Studies on the manganese minerals III) 


m fe mR (Tadao Saito)** 


Abstract : To ascertain the origin of manganese minerals, I studied 
the thermal differential curves and X-ray properties (powder method) of 
manganese oxide minerals (psilomelane, pyrolusite and manganite etc.), 
and following results were obtained. 


Psilomelane, pyrolusite and manganite denote different dissociations 
for a temperature. (Each thermal differential curves also are different.) 
At about 600°C, psilomelane was altered to manganite, and pyrolusite to 
manganite, but manganite was not changed. 


) Kunitz, W.; Neues Jahrb. Min. (Abt. A), 70, 414~418, 1936. 
) Young, J. A.; Am.-Min. 23, 149~152, 1938. 

) Ramdohr, P. ; Neues Jahrb, Min. (Abt. A), 70, 15, 1936. 

) Doelter ; Handbuch der Mineralchemie, 前 出 . 

) 日 本 地質 学会 札幌 志 部 秋季 議 帝 大 会 講演 1952, 11 月 . 

) 北海 道 大 学 , BESS, BYERS On pp sodas 


a a ac eA tet 
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Moreover, when psilomelane, pyrolusite and manganite were treated 
in a water for 200 hours, manganite was titered to psilomelane, and pyro- 
‘lusite to psilomelane, and psilomelane was not changed. 

From above results, psilomelane, pyrolusite and manganite were altered | 
each other by the influence of temperature or water, and they will be 
occurred in nature in altered forms through the complicated processes. 


1. #8 言 


含水 酸化 満 俺 久 物 に は 硬 満 俺 鉱 , 水 満 俺 鉄 , 殖 蔽 俺 鉄 , ハッ ウス マン 銚 等 
約 10 種 が ある が , これ 等 満 俺 鉱物 は その 産 状 , 性 質 等 が 類 以 し , 識別 が 
困難 な 場合 が ぷ あ る 。 天 人 然 に 産 す る これ 等 鉄 物 問 の 関係 に つい て も , =O 
研究 が ある が , 未だ 不明 の 点 が 多い 。 

今回 , これ 等 鉱物 の 生成 機構 を 吟味 する 一 つの 試み と し て 」 BGS, 


BRYGPSSL, TKO 3 鉱物 の 熱 及 び 水 に 対す る 性 質 等 を X 線 的 に 吟味 
EM ES 
et Do 


SO OC TR i AE BK, 水 満 俺 鉄 , 軟 温 俺 鉱 3 Bho ITPHEAE MEO RO 
は , ご の 3 鉱物 は 一 般 に 所 主 , ボボ ヤ ”, "二酸化 ”, 或 は 単に “酸化 満 悠 
Gk” OMB COKIN, 産出 も 比較 的 豊富 で あぁ あり, MEOMBRD 3 鉱物 が 共 
FEL CHHL, 大 々 関連 性 を 有する 。 これ に 反し 上記 8 鉄 物 以 外 の 酸化 
Wes, 了 主として 単 一 で 産出 し , その 産 状 も 特徴 的 で あり , AERC 
稀 に し か 見 られ な い の で , 今回 の 実験 と は 別途 に 行い た いと 老 え て 居る 。| 


2. 3 EDOM BIL 


a) SARPBE HH この 実験 に 使用 し た 試料 は 西南 北海 道産 の 酸化 満 俺 
鉄 物 を 用 いた 。 先 に 報告 し た 西南 北海 道産 酸化 満 俺 鉱物 中 り 福山 鉱山 産 硬 
WafeGk, DOW TPE, 美 利 河 鉄 出産 幸江 俺 鉄 , 湯 の 沢 鉄山 産 水滴 俺 鉱 等 
を 使用 し た 。 

この 3 鉄 物 を 湊 々 選別 し や , 粉末 と な し , 一 定量 を 電気 訪中 で ,, 100°C 
ょ り 900°C %K% 100°C 毎 に 1 時 間 學 加 和 熟し た 。 こ れ 等 を 夫々 衝 量 し , 
その 減量 2% を 図示 すれ ば , 第 ! 図 の 如き 結果 と な る (実線 )。 

この 3 鉄 物 の 水分 の 含量 は , 硬 洪 俺 鉄 で は 約 15%, 水 満 俺 鉄 で は 約 10 
9%, WRU ClaH S~10% CHV, 産 状 に より 同一 鉱物 で あつ て る も , 


1) PRK; 西南 北海 道産 潤 俺 鍼 物 の 二 , 三 の 性 質 に つい て , (rath mo 171) 
北 伏 会 , 7 の 3, 1951. 
2) 題 微 鏡 的 他 録 物 の 共生 は 免れ な い 。 


; + et ee s 区 = 
\ u ri lo ee 
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BOKBOER? AICT ZOMMHCH SS, BRBOREE ACS, BRE 
、 鉄 と 同定 出来 る 試料 が , 必ず 同じ 変化 を 辿る と は 限ら ず , 多少 その 後 変 化 
過程 を 異 に する ”。 し か し 大 体 同 じ 傾向 を 基 す こと が 知ら れる 。 如 熟す る 
こと に より , Mn の 原子 価 の 相違 に よ ょ つて 生ずる 減量 乃至 増量 は 訟 ど 無 視 
し 得る 量 な の で , 第 1 図 に 示し た 曲線 は , 各 鉱 物 中 の 脱水 の 状態 を 示す と 
芸 う こと も 出来 よう 。 試 料 控 取 に あたり , 純粋 に 単 一 鉱物 の みな を 選出 する 
こと は , 適 俺 鉱物 の 場合 殆ど 不可 能 で ある の で , 図 に 示し た 曲線 が 単 一 鉱 
WO SBE HR CH SI LIRDNAWAM, 3 つの 型 を 認め る こと が 出来 
So 即 DBA EAL TAO, BED 800~900°C wearers 
BEV LEP CI RROUC PERE DIET LHR TEER EAL TS OIE 500~ 
600°C で 急激 に 解離 が 進行 し , 水 満 俺 鉄 を 主体 と する の は , 前 二 者 の 略 中 
第 1 図 : REPROR, 軟 満 俺 飯 , THERA OSE (ED, 及び 上 


記 各 録 物 を 夫々 水 処 理 し た 試料 の 熟 解 離 曲 線 (破線 )。 
(HN: 温度 , Mel : 減量 %) 
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58: PEDAL RE FRTH HAESK 58’: 58 と 同一 試料 を 水 処理 し た る の 
37: 7h Se, Si 11 Be ZK HSB 57°: 57 と 同一 試料 を 水 処理 し た も の 


61: SORIA GA | LI DEIR RAR OR 61’ Gk と 同一 試料 を 水 処 理 し た る の 


1) 第 図 に 示し た も の は , 実験 し た 10 数 個 の 内 の 代表 的 な 試 基 (ae pa 
し た も の で る あぁ る 。 an oe 


ore? 


TL 


0, 夫々 鉄 物 学 的 に 性 質 の 異 る こと を 示し た も の と 言 き よう 。 


特に 温 鹿 に 比較 し て 解離 の 進行 する 硬 商 條 鉄 の 如き は , WOME, 水滴 
TERRILL, その 構造 が 非常 に 不安 定 で ある こと を 暗示 し , 常に 変化 し 克 9 
い 形 で ある こと が 考え られ る 。 こ の こと は 硬 満 俺 鉄 が 二 ニ 三 の 不純 物 例 え ぼ 


Ba, Ca, Fe, 等 を 常に 人 ん で いる こと に ょ よ ょ つて る も, うか が い 知 る ご と が で 


WEB. 


b) N#RRVER (粉末 法 ) 上 記 3 鉱 物 を 約 600°C に ML EBOK 
つい て の ぶ 線 粉末 写真 の 結果 を 第 LICR. CMLUGS HM, 水 満 俺 
GeAL TED OIL, 殆ど 変化 が 見 られ な い 。 こ れ は 水 満 俺 鉱 が 他 の 二 鉱 物 
Viel, 府 的 に 安定 で ある こと を 示す も の で ある が , これ る も 更に 高温 に 施 
する こと に ょ より , BIEL CHS. CHILE RO AVA RIO KARE 
REE OFFROEBACES. CNICKL, BME, HTH ot DORA 
し て 得 ら れ た 試料 は , 夫々 の 鉱物 の 格子 間隔 と は 大 分 異 り , Aw, Th 
BK eK CESK ( 歌 は 戦 満 俺 鉄 ) と が 混合 し て いる 様 な 格子 間隔 


ERT. COLLEY, EFSMMls, MACE LT, KRRBOPAMBA 


を する が が , MW 600°C AAC, AUB ICIERICRAD fee HEE ST SZX 
tBMENZCHA®, 


3. SBMOKICWT SBE 


| 


a) RRA RUALORAMBME BRE, WES, AMER e 


ABUL, PR (3 的 250 メ ツ シ 3) ELKEBOE (WS BH), 50c.c. O 
水中 に た 入れ, 略 同一 の 水量 を 保持 し つつ , BALE CH 200 時 間 処 理 し た 。 
この 得 ぁ られ た 試料 に つい て , 処理 前 後 の 熟 的 及び X 線 的 性 質 を 比較 し た s 
先ず 熟 に 対す る 変化 は , WES, AEG e OBL CBN RAOIKO 
いて は , 水 処 理 前 の 該 試 料 の 解離 を 始め る 温度 は より, 100~200°C 低温 で 
解離 し 始 , 人 答 硬 満 俺 鉱 の 解離 曲線 に や や 類似 し て 来る 令 向 に ある 。 又 硬 
満 俺 鍼 の 処理 し た も の に つい て は , 水 処 理 前 後 殆ど 変化 が 見 られ な い 。 こ 
れ 等 の 結果 は 第 1 図 の 破線 曲線 で 示し た 。 


1) _ 齋藤 足 夫 : 滴 俺 葵 化物 特に 姜 潤 誠人 鉱 熱 処理 生成 物 に 関す る 二 , 三 の 考察 (手記 ) 
北大 理 , 地 鉱 卒論 , 1948. 

2) 両 鉄 物 か ら 各 々 生じ た 線 が 重なり 合 つ た 場合 , 或 は 一 方 の 鉱物 で は 生じ な い 個 所 

_ に 他 の 鉱物 の 線 が 生じ て 居る 場合 等 の こと で ある 。 

3) KROGER, 生成 され た も の は , 天然 産 の 夫々 の 鉱物 と 比較 し て , 格子 間隔 等 が 
FR CHD CVD 従 つ て ここ に 同 で も の と 老 そ た 9 勿論 比較 の 場合 は W.V. 
Smitheringale 等 の 結果 と も 比較 し た 。 ; ; 

W. V. Smitheringale : Etching tests and X-ray examinations of some 
manganese minerals. Econ. Geol., 24, 481, 1929. 


a ae a a ar lie wien 


間 的 な 谷 解 部 過 程 を 辿る 。 こ れ は 上 記 3 鉄 物 の 含水 の 状態 が 異 る た めで あ 


NS fae ow rT et RE iets eT it Hak Ona o a Oh Se oe ye SM CC NW CE 9 
ab ar i mart ig tae met a Ne ails at ee 3 CR Bos Ne Note ‘ a\) Og cs it ak Bg a3 VORP rh. > . 
i Rh ha eee \ ee ! a eens coke ¢ ee Ee an MLE 


岩石 硫 物 破 床 学会 計 


FBRWGIAEGK, WKWEIAESA, 水滴 居 然 を 熱処理 し た 試料 の 
X MHAFHOMR 


A TA NA d(A) 
1 3.4 |V.S 342W C34 |V.S 
2 Sa NS SS VS P8115 
3 2.65 (2.67 w | 2.65) S | 2.73 
a4 2.52 2.52) W 
5 2.41 9AZ 1S. 2AT Sst 2:35 
6 2.26 2.28 | W | 2.26] M 
7 2.18! M | 2.21) W {2.18} M | 2.15 
8 12.12 | -w | 
9 11.97 IV.W 1.98 
10 17h TO AASh 177 1S SS 
11 1.70| M171 | Wj} 1.70|M 
12 1.665| 1.68 | W 1.665| S 
13 1.63 | 1.64 | S$ | 1.63.) W 
| 1.58 | M 1.55|.S 
1.495 | 1.51 VW 1 495} M 
1.45 | W 
1.425 141 | W/ 1.425} M | 1.42) W 
1.34 IV.W 1.34 W 
1.317| 132° SS NES RA Sa SO uw 
1.177|V.W, 1.17 NV.W| 1.177|V.W) 120 | 2 
V.W 1.155/V.W, 1.15 |V.W) 1.155|V.W) 1.155] 9 
pir} pices] pir 
美 利 ? | 福山 鉄山 | Ilefeld, | 福山 欲 山 | Mus- Hants, 
ae beings Harz, bak _ | eum. sp. Co. Ns: 
処理 「 理 し た % | Germa= | AiiifFegA DEAK TEES REDS HE 
ae ‘ wee | AUER | Se san 


表 中 ,d(A) は 格子 面 章 隔 , I は 強度 を 示す 。 何 強 度 は V.S: Very Strong, S:; 
Strong, M : Medium; W:Weak , V. W : Very Weak を 示す 。 Smitheringale に 
よる 強度 は h (heavy), m(medium),w (weak), v. w (very weak), e. w (excee-“ 
dingly weak) で 示さ れ て いる が , 比較 の 都合 上 上記 の 強度 で 示し た 。 
*: W. V. Smitheringale に よる [文献 前 出 〕。 
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築 2 表 : TRIGA, 軟 満 俺 鉄 , 水 満 俺 鉄 を 水 処 理 し た 試料 の X 線 「 


粉末 写真 の 結果 
EE St hE MERE NG CO SER 
GAA) teh AVA T a (A) 1 aca) Led CA 
og 3.38 | V.W]| 3.39 |V.W] 3.35 | Ww ; 
21 315} Ww |. 3.14 | Mm | 3.4 3.12 | W | 3.14 | M 
3 2686 | We} 2.70%) we 27 TVW 
4) 2.56 | V.W 2.58 | V.W 
SQA a S 1248. | SN Peddie S RA Al SNe SN 
6 2°34, | V.W 
7| 2.30) VW 229 | VW 2.30] VW 2.28 | v.w'| 2:30 | vw 
SP 2AL WHR 15 ME) 214s TM | EO | a NN 
9 | 2.02 |VW| 2.00 |v.w 
10} 1.82 | vaw | 1:81) |W. [ 2:82" We SO 
| 1.734. W LZR le WA lee NY 
24) CA = S < | 12652 SL 6 Si ot CR NI CR CS 
13 | | 1.575}. W SS VW ES Ww | SB ew 
14 | 1.52 |v.W] 1.51 | v.W] 1.53 | v.Ww 
15 | | 1465 W | 1.46 | Ww 1.47. Ww 
16) 141) YW 141 | v.w] 141 | vw). 1.425| vw] 1.415 | vw 
177 1.34. | M | 1.345/ MJ 1:355| W 
is 1.31 vw 
19 | | 1.07 | w | 1.07 | W 
20 | | | 1.05 | V.W 
we | Micteausae | 美和 河 然 山 | Seelam) | Conmora, | faiLsiiliae 
| memes | feaKNee | AER | Va U.SA | memeeeee 
水 処 理 し た | を 水 処理 し :| を 水 処理 し z 
+h | も の | た も の 72% O | FB FESA™ . 


* W. V. Smitheringale に よる [文献 前 出 ]。 


b) 


X 線 的 性 質 


(AZ) 


上 述 の 得 ぁ れ た 試料 に つい て の X 線 粉末 


写真 の 結果 を 示す と 第 2 表 の 如く で ある 。 表 より 分 る 如く , BWM 
ど そ の 格子 間隔 等 に 変化 が 見 られ な い が り AREAS BG EGA, RT REGIA 
の 2 鉱物 の 混合 , 乃至 硬 満 俺 鉄 の 線 が 観察 され , SLR EGA VE AES 
THEE, TGERO 2 鉱物 の 混合 し た 様 な 線 が 観察 され る 。 


ee 4 


海 移し 得る こと を 明瞭 に 示す も の で あり ,, 天然 に 於 て , 


=I 


1) 
2) 


バク テリ ア 等 の 作用 に つい て は , 


更に 変化 が 進む と , MMBLOMEBE LZROLBASNS 


ERY LAE 


等 の こと は , 酸化 満 俺 鉱物 (特に 上 記 3 鉄 物 ) が 環境 に より , Be 
PAR UK D HO 


S25 ea. | a ag Wa \. Lie ee Kee et eA Te ae ee re ee 
いれ anh, ey he Hy teed pe Shite Mrs re WP ot A Pd ‘ee Soe Seley BS 


[3 e +f 
4 \ 4 Ni sc ‘ f ed 
た な at z x 
} ; Ft ) i | \ 
220 BBG DER BB 


RSG TBA L OME EEE CH OME EIEN SOD LEA 
bn, ERR. SNRKREO Lait 3 鉱物 は 前 述 し た 様 な 過程 の , 
ある 一 断面 を 示し て 居る も の と 解 災 で きる 。 


4. 3 鐘 物 の 湖 移 に つい て の 考察 


TED PRAM Picts, 2 価 の 満 俺 元素 の 化合 物 の み が 存 在 し , SAE 


満 俺 は 絶対 に 発見 され な く , そし て SMO WIL AMIR ¢ REO IB 
BPICOD MIC EET S CEDN THES. EH, 現在 産 す る 多く の 二 
柄 化 洋 俺 鍼 は 大 な り 小 な り の 三次 的 影響 CREE, 圧力 , 自然 水 , 変成 作用 
等 ) を 受け て 生成 され た も の と 解釈 で きる 。 鉱 床 学 的 に は 満 俺 抜 床 の 成 基 
(MEIGS NCO, MUCK (Hic CAPER) の 成因 は , Ve 
, 変成 , BE ORI ICAIME SN CWOSRCHS. LOD REOWE 
BER YZIL IG EASA CHEZ kB CET ESK (BERS, UR TSK, Tt 
(EEE) PAUTWHS. ELT I ORULH ERO A, 産 状 , ROE 
質 , (CSE ORT BEE db SRI NSM OWE t BT 
題 が 生じ て 来る 。 実 際 に 太 然 に 於 ける 産 状 を 見 て も , MMs SHEE 
の 如き 鉱物 学 的 に 不鮮明 な 仮 物 の 共生 を 見 る 場合 が 多い 。 こ れ 等 の こと は 
IKRGCHES OS, FCM LES OL EARL TW So 

G. A. Thiel ® は 種々 の 満 俺 鉄 物 間 の 可能 な 変化 の 関係 を , 多く の 産 状 
か ら 見 出し 報告 し て いる 。 こ れ に 依 た れ ば, BUM b VER, 2H 
BR, WR Yi ARES VE (Th BARREL Zi EOE ICO TCT, 天然 の 産 状 か 
SRL CHEAP CHAS. LAL INIA BRRORD ZF (# iz FS 
AE ZRAN CORY 今回 の 実験 の 結果 と , G. A. Thiel の 変化 過程 を 
) 比較 すれ ば , 一 見 矛盾 する 様 で ある が , 条件 を 加味 すれ ば , 何等 矛盾 する 
も の で は な く , 同一 で ある 。 例 えば , G. A. Thiel LEH, Hii 


1) W. Vernadsky : 高橋 純 一 訳 : 地球 化学 , 84, 1932. 

人 条例 へ ビブ プラッ ウン 録 の 如き は MnzOs の 分 子 式 を 以 て 説明 され て いる が , これ は 

Mn203 (Mn は 3 価 ) で な く , 4 {li MnO, iid DA H,Mn1VO; 

OH, % Mn で 置き か えた ele MnIIMnIVOz と し て 説明 され て いる 。 こ の 外 へ 

「 ウス マン 鉄 等 に つい て る も 同様 の こと が 言え る 。 

2) 原田 準 平 : 北海 道 の 潤 俺 鉄 床 に 就 て , 北 鉄 会 , 5 の 2, 1949. 

AEE ZC | HAR ORWARGAPR, 19, 1952. 

A. M. Bateman :- Economi cmineral deposits, 578, 1950. 

3) Ramsdel (An X-ray study of psilomelane and wad, Am. Min., 17,143, 
1932) (2fERORE, DAK, と 言わ れ て 居る も の に つき , X 線 粉末 写真 を 

取り , ROSGRMLS < Fae HSH 軟 潤 人 誠 鉄 等 ) が 共生 し て いる と 述べ て 居る 。 

4) G. A. Thiel: The manganese minerals : Their identifications and 
paragenesis, Econ Geol., 19, 107, 1924. 


eee 


a 究 報 計 Nd 


硬 満 俺 鉄 っ 水 満 俺 鉄 , の 順序 で 変化 する 場合 が ある が , CHINES 
ka” (SLORNER) 等 の 影響 WMAPMLORESBAT) に より , 硬 
敵 俺 鉄 に 変化 し , Crd 5 BM OB ( 腕 水 現象 を 含む ) を 受け た 場合 に ) 


RR 
Pires 


"水滴 俺 鉄 に 変化 する と 解釈 し な けれ ば , この 現象 は 絶対 に 説明 で き な い 。」 


これ 等 の こと は , 実際 に 多く の 酸化 満 俺 鉄 物 , 水 満 俺 鉄 上 硬 満 俺 鉄 ) WEE 


. 俺 久 才 軟 満 俺 鉱 の 共生 を 示す も の が 多い こと か ら る も 知ら れる こと で ある 。 


更に 満 俺 を 含む 種々 の 含水 鉱物 の 合成 実験 か らち & rk WER MOB KML i 
MYC LOC, 一 応 満 俺 土 の 形 と な り , ~HOOMCERDERIL, BE 
等 に よ つ て , 再び 水 能 化 鉱物 か , 或 は パイ ロク ロイ ト (pyrochroite) に 変 似 
し 得る こと が 報告 され て いる 。 双 本邦 産 酸化 満 俺 鉱物 の 場合 に つい て る も; 
二 次 的 な 酸化 満 俺 鉄 物 の 存在 を 報告 し て 居る も の が 数 種 あ る ”。 特に 吉村 
Bick), ギラ 久 (MnO,-2H,O) と BARES, 戦 満 俺 鉄 と の 関係 が 論 ぜ ら 
CE, BEER, HOR RSK ORE MIKO REZ, 二 次 鉱 物 と し て 生 
成す る と 報告 し て いる 。 叉 人造 二酸化 満 俺 の 加 熟 実験 か ら ,350~400°C で 
ポリ アン 石 類 似 の も の が 得 ら れ 500~550°C で Mn。O。 の 構造 を も つろ 

も る の に な る と 又 う 報告 も ある 。 
RC, 今回 の 実験 結果 並び に 前 述 せ る 講 報 告 を 総 手 す れ ば , BPE 
適 俺 鉱物 の 内 少く と る も 硬 満 俺 鉄 , Beek, KiERO 3 鉄 物 は 熱 及 び 水 | 
等 の 影響 に より , (勿論 圧力 , バク テリ ヤ 等 の 作用 も ある の で ある が , F 。) 
回 の 実験 で は 考慮 に 玉 れ な か つた ) 志 に 相 泊 移 し 得る こと が 知ら れる 。 そ 
NRERED LAS 鉄 物 は , 前 述 し た 様 な 過程 の , ある 一 断面 を 示し て 居 
る も の と 解 枯 で きる も の で ある "。 


/ 


5. # #) 


Pe PS ALY PEE SK, WM EGK, 水 満 俺 鉄 の 3 鉱物 の 熱 及 び 水 に 対す 


1) 天然 の 場合 , 水分 は 純粋 に PH 7 "の も の で な いこ と は 当然 で ある 。 
2) A. D. Wadsley : Synthesis of some hydrated manganese minerals. 

Am. Min., 35, 482, 1950. 2 
8) ZABLE, 人 三 ) 三 の る の を あげ る に 上 ド め る 6 

ERE: AROSE, 1952. 

北原 順一 : AMBEBPOVY OY OR, 地球 科学 , 1,, 1949. 

EHS: BRBR AMMUOMWARB (Il), Awe, 25, 29, 1941. 
4) SME: 前 掲 : 
5) 可児 弘一 , 田中 豊 : 2S 池 CRLMEO DP, BRS, 6, 368, 1938. 
6) COSRMOBRICW Ck, 多種 で あり , 本 報告 で は ふれ な か つた 。 要する に 

外 的 条件 に より , ABATE OS, SUN ze SAKA CREA, 

に 洛 移 形 を 作る も の と (勿論 条件 に よ つ て ) 現在 考え て いる o。 


: i { 
\ Rte oh 


\ 
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SVE & SURBERRE, X 線 的 (粉末 潜 ) 性 質 に つい て 吟味 し た 。 

a) ・ 硬 満 俺 鉄 , 較 満 俺 鉄 , 水 満 俺 鉄 は 夫々 異 る 熟 解 離 を 示し , 硬 満 俺 久 
は 温度 の 上 昇 と 共に 解離 が 進行 し , 畔 満 俺 鉄 ば 500~600° C で 人 短 激 に 解 
BEDE L, 水 満 俺 鉄 は 前 二 者 の 略 中 間 的 解離 曲線 を 示す 。 

b) 上 記 3 物 鉱 を 約 C00°C に 加熱 し た る も る の に つい て の X 線 粉 未 写真 で 
は , 水 満 俺 鉄 は 殆ど 変化 が 見 らち れず, 硬 満 俺 鉱 , 軟 満 俺 鉄 に つい て は , 水 
(Ee SK, To AIRE SK LB RSK ( 歌 は 理 満 俺 銭 ) と が 混合 し て いる と 思 
は れる 様 な 線 が 観察 され る 。 

c) babs 鉄 物 を 夫々 水 に て 約 200 時 間 BALE CML. LOYD 
に つい て の X 線 粉 未 写 真 は , 硬 満 俺 鉄 で は 殆ど 変化 が 見 られ な い 。 し か 
し 戦 満 俺 鉄 , 水位 俺 鉄 で は 処理 前 後に 相違 が あり , 硬 満 俺 鉄 , 乃至 硬 満 
鉄 と 水 満 俺 鉄 と が 混合 し て 居る と 思 は れる 様 な 線 が 観察 され る 。 谷 水 処理 
し た も の に つい て の 和 部 解 離 状態 は , 硬 満 俺 鉄 に つい て は 殆ど 変化 が な く , 
HH ESE, TASK Clix 100~200°C 処理 し な いも の より 早く 解離 し 始 
WD, 宿 硬 議 俺 鉄 の 解離 曲線 に や や 類似 し て 来る 。 

_d) 以上 の 譜 結 果 か ら , KROES, 軟 満 俺 鉄 , 水 満 俺 鉄 は , Bh 
及び 水 の 影 響 に た よ つ て , Hie Ll, & ORES ECE OWE 
散 で 産出 する も の と 解 栗 で きる 。 


6. 調 ag 


AUER SICH, 研究 中 種々 の 御 指 導 を いた だ き , AERC 
し た 試料 の 大 部 分 を 心 良く 貸与 下さ れ な た , 北大 理学 部 地質 学 鉄 物 学 教室 
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FREE ERR AE EAT So MADE ICE L RR EO — Ble 
SCD ADT HE SR ARCO 7, CC UCAARLIC LL CRESTS 


a Tl @ 

Rey (岩波 全書 ) ARR hoe eM YO BaD 20 Fest 
WIE UC 2 7S BI 2 BSE HEF PO IE RIED AOR O ARG LOWE 
う , MEMO LEO 5 LORME LOCKHEEL hy FEC OR 
DOLBMERO PME LLOCBEO な か つた 折 , WLR ARR OATE, 
広範 な 理 TORTI BABE AD CHAS HAAR, Ble: Bee 
Gl: 研究 方 法 (OME, WERE, 交 線 粉末 写真 溢 , 熱 的 研究 , EES 
LOMAS), 第 3 章 : ME (結晶 構造 , 加熱 変化 , 粘 圭 と 液 相 問 の 護 性 質 ), 44 
: 年 成 (合成 , 産 状 及 び 成 因 , AAR OBL), Sz : 研究 及び 応用 の 領域 , 
FORE : NCH o BCG ARICHLSMOME 一 覧 表 等 4 薬 の 折込 み が つ けら れ 


て いる 。 AK 219 頁 Cale, 東京 , 1953 年 初版 , 340 円 ) CRAIN 
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ae PE WCW SRBC 
Neogene plutonic rocks in western Chigoku. 
村 上 fo 英 (Nobuhide Murakami)** 


Abstract : Neogene plutonic rocks in western Chugoku consist of 6 
three types, characterized by the color of included zircons and PO 
properties. 

They are Older Koyama type, Younger Koyama type and Tamasaki 
type. - 
Older and Younger Keyama type which consist of quartz-gabbro, 
quartz-diorite, granodiorite, and aplite, are considered to be of lower or 


middle Miocene age by geologic relations. 


And so, Tamasaki type characterized by biotite-granite and Eto 
porphyry, is upper Miocene age. 
They are distributed in San-in district in ENE-direction. | 


I. i a d 


4 phi Dt = ACE AAI VT は 従来 須佐 第 三 紀 層 aNa IK ea DE AR 
Hifk > FTIR TEIBECEIRD 2 Fw CIE Ma Ch mor, BH 4H 
BIC SECTOR RAAB CELL CHABIR DEO RICE HE 
2 UL, 関係 不明 の 岩 体 に 就 い て は ジル コン 法 に より 対比 を 行い , 更に そ 
BRAN Be CD EE FZ BOSH 


Il. 地質 闘 係 及 時 代 
当 域 の 新 第 三 紀 火 成 岩 類 は 六 に プロ ピラ イト 質 安 山 岩 藩 安山岩 質 集 塊 過 
i, GE Awa eee UREA K Y BY» 安山岩 類 は 古 生 層 , 三 郡 
変成 岩 類 及 中 生 代 花 税 岩 類 や 石英 斑 岩 類 を 覆い 石英 a 
So BEB= GSI WEIS ZF MEANS PR RTA UBER 2 
学 的 性 質 及 含有 ジル コン の 色 に 依り 次 の 様 に 別 た れる 。 \ 


py Ae 


A. SUMMER Aa AW aR, ARAL aa 
B. BAR A aI He OR 


* AAMAS 1953 HRA MRALO—F | 

** 山戸 大 学 理学 部 地学 教室 

1) 村山 賢一 ; も 万 五 也 分 地質 図 幅 須佐 刻 同 説明 書 (1930) 

2) その 岩 質 , 地質 関係 , 分 布地 域 等 より 考え て その 時 代 は 新 第 三 紀 と 推定 され る 。 

3) PA AHO } Ol. Hi CHUL CHAR, それ に 比 し 優 白 質 で 自 変質 を うけ 

; る 事 が 少 い 。 ARK AB, 角質 及 リ ソイ デズ イト 質 の も の が ある 。 MEA Bi 

の も の と は 含有 ジル コン に 依 つ て も 区 別 し 得る 。 

4) 今 科 外 治 氏 の 御 教示 に 依 れ ば , HEH Bik Pecten of Rimurai Yokoyama 
BU Promantellum sp. (cf. hakodatensis tase % PEL Ra ey tk (rh 
HA?) と 解せ られ る 。 


ie, 


224 ; BG OR Sede 
C. FIBAVE ni Bei BES = tee, (B 後 ?) 0 
以上 の 深成岩 類 の 地質 関係 は 主 に 次 の 証拠 に より 決定 せら れ な た 。 
A. 高山 型 蒼 期 貫 入 岩 類 ' 
C1) 安山岩 類 を 貧 き 或 は 捕獲 し て 軽 鹿 の ホ ルン フェ ルス 化 を 人 与え て いる 。 
( 山 吾 県 阿武 代 , GROIN, 小川 , 島根 県 二条 ) 
(2) RACHA nA BREE AIRC Ban, 叉 その 中 に 捕獲 
せら れる 。 (i 山口 県 阿武 代 , BO), WE, 島根 県 二条 , 木 部 ) この 場合 一 般 
に 変 買 は 名 い が 出口 県 弥富 地域 で は 両者 の 間 に 著 し い 変 代 作 用 が 行 は れ ," 
深成岩 (Wits) hy 9 elt, RAC, WRG, OR BEEBE L 
BRR SEL (3 RHI AL CEC Bn tS ZG 
FONE BR BREAN Kl CY BORE E 4%, MOR ICARHEL 
AMIS RIEA & MIRE LLORAS RISROAUC THO ZERDS (Lp 
FRR, 弥富 , 小川 , BE, 島根 県 二条 , 小浜 基 他 ) 
(3) 上 述 の 石英 幅 面 岩 類 は 須佐 第 三 紀 層 に 不 病 合 に 秦 は れ (山口 県 振 佐 , 
江崎 ) 叉 変 山 岩 類 は 間 田 北方 の 新 第 三 紀 層 に 覆 は れ て いる 。 


中 園 厨 部 新 第 三 紀 涯 応 央 類 介 布 園 


uh HC AR 
HuVaMPS RK 
hea 


ne 


RS 
NN\} qe 
他 =m 6 8 
ug 2 @ @ 
Q® 
he" 
® ws: 


を 人 与え て いる 。 (山口 県 地 福 , 高 佐 , 川上 地域 等 ) . 
B 高山 型 新 期 貫入 岩 類 3 as 


LH FE < 
CR ae EA 


/ 


4) PLACRINOTILMN (AMIN). FSEREE ee ee ae 


BUGS ROME RV YF eV AAG L YC AO KEANE & &. BA Ms 


(1) BWA, SRB t RS RVY 7 2 VALLELOTWSo (i 


県 字 多 郷 , 島根 県 小浜 ) 


| ②) 高山 了 旧 期 岩 体 を 綱 き 一 部 は その 中 に 捕獲 し 著しい 花 商 岩 化 作用 を 
| 全 え て いる 。【( 鳥 根 県 中 西 , 岡 見 )。 特に 岡見 地域 り で は 花 誤 岩 中 に 無数 の 大 


』 小 の 捕 湊 岩 体 と し て 含み 著しく 花 賠 岩 化 を 与え て いる が , ジル コン 法 に よ 
| り そ の 原 岩 を 確 め る 事 が 出来 た 。 

: (3) BASH Ret < (ili ロ 県 江崎 )。 

) 高山 理 新 期 人 入 岩 体 と の 直接 の 関係 は 不明 で ある が , WABI LB 
: May Fig”? に より これ より 後期 の も の と 推定 し た 。 ; 


(5) FL 94 b EER” (LIRA, 島根 県 小浜 ), BEELER (1 IR } 


. Fr) iA sk ic PRRT IC FAIEN So 
(6) 中 生 代 末 期 の 広島 型 花 賠 岩 類 , BAe ¢ (WRI, AS 
! GEER, 島根 県 日 原 基 他 )。 


以上 の 結果 を 今村 外 治 基 他 り に ょ る 島根 県 東部 地域 の 新 第 三 紀 層 と 対比 


すれ ば ぱ , 安山岩 類 , 石英 宜 面 岩 類 は 略 々 君 谷 層 群 (*) に , 須佐 第 三 紀 層 は 略 
々 川合 層 群 に 対比 され る と 思 は れ 従 つて 深成岩 類 の 時 代 は 次 の 様 に 推 害 さ 
れる 。 

A: 中 新 世 前 期 

B; 中 新 世 中 期 

C; he tt Bm 或 中 期 } 

miiaeavvayofliA; har, B; 鮮 赤 色 , C; irikaRe, で 
ぁ る 。 ; 


: 1) WA: 日 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 12. p. 11. (1953) 

i 2) 富田 He: 地質 雑 58, p. 243 (1952) 

3) FRE FOHDRD ES CHE REMAHO Ate PAI, RULE} URE te 
a eae Zo PROBERA LAO IANS FU 74 HEOBRGE LU 
; YO, MICS ROTM NS. WARBZSENS WM り RMB 
; A 


Bo 
: 4) Aa, DETR, 多 井 義郎 , PE ; 地質 雑 58, p. 346, (1952) 
今村 外 治 , 吉田 博 直 ; 日 本 地質 学会 西日本 支部 会 報 10, p. 6, (1952) 
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DEO IK RE BIO HILBERT 3 0 
第 一 表 新 第 三 紀 火 成 活 動 則 
時 代 Ik 成 洗 動 Yuva vy 
hogs Be fhe SEV 
FER RPV I4 
上 部 中 新 世 Te Rae Bete fag Sees FADE WATE RA 
SE ~ MEME BUS A 
ZL R A 
中 部 中 新 世 | 須佐 第 三 紀 届 
APA, VY 4 4 } RAE 
eee ; 
BOE ~ TERE SLL [a RHEE A 2H 
下部 中 新 世 ?| | Fe eee ee ee 
先 中 新 tit HAE, 石英 粗 面 岩 類 及 広島 型 深成岩 類 


ll 岩石 の 性 質 


A. 高山 型 旧 期 貫入 岩 類 リ り 

一 般 に 潤い 岩 相 を 示し 石英 関 緑 岩 を 主体 と し て 乏 に 岩 紫 分 化 に よる 石英 
deta, 花 賠 図 緑 岩 , “FER ae fF 5 0 BOVERI k OKO DOOM 
分 た れる 。 

(1) #~ PRO GRAB & EK LT AYO CZICAMO IE He HE, 
RRO FE RD aaeet, SEE hid et & GE PE $8 HO ZEAE SIE AUS EL Wo 
(2) PAR ty Y= BROMREENMEE ERLE T ZION CE DEO 
“ECE nia RK & PPV, BERVEBEIRTE hd 3 & AE OE DHSS 

主要 な る 性 質 と し て 次 の 様 な も の が ある 。 


1) AA ROR BERS & POSES LCS CSS CE 2 ER 


Bi, Cy Y= HOSEL ¢ TEMPER CIS OBYG, EXER I CIR 
Ek VIR o 

H) BEM CPR CIMA 7 1 F iy TMD SNS. 

iii) AO BMI % BK LER & OSCPHRER EL ¢, 為 に 著 し 
く 斑 状 構造 を 成す 事 が ある 。 


1) 東北 地方 裏 日 本 地域 に 知ら ち れ て いる 新 第 三 紀 深成岩 類 は その 地質 関係 , 岩石 学 的 
性 質 よ り , この 岩 体 に 対比 され る も の と 思 は れろ る 。 
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lV) ARC REBUKED VE FAIS OYE BOK MOB ¢ MERI (RE 


RA, WRG, BEG, 磁 鉄 鉄 等 ) が 多く 生じ て いる 。 


v ) EMI BEL ORBLE LEMME ES OR 


, Tro 


> 


wi) 和 斜 長 石 の 昧 帯 構造 は 斑 米 岩 , 関 緑 岩 で は 弱い が 花 賠 関 緑 岩 , 半 花 賠 岩 ” 


で は 稽 々 著しい 。 
Vii) ジル コン に よる 多 色 性 ハロ は 弱い 。 
Vili) 周辺 の 岩 体 に 対す る 変質 作用 は 極め て 副 く 皇 獲 岩 に 於 て も 大 抵 の 場 
合原 岩 の 組 織 及 構造 人 残さ れ て いる 。 
ix) 硫化 鉄 脈 を 用 胎 し 叉 古生代 右 灰 岩 に 対し 拉 触 鉄 床 を 形成 する 。 

B. "高山 型 新 期 長 入 岩 体 

用 健一 ,) 信綱 正典 り REFER? に よる 詳細 な 研究 が ある 。 旧 期 岩 体 に 
比 し 深い 岩 相 を 示す 。 ATTIRE FEAR E LCC AMEN LBD 
EO GEIR E BEE ME ED o BORE IC 13 fa BES 2 AHS 
質 班 煽 岩 と が あり 両者 は 洛 移 的 で ある 。 I 
ERASE L Tis on 
1) BESME CHB A CAA, RL ORE, fa 
A, Ware Cla fait DROWIA, EE CABRERA S ENS. 
ii) BERS, PBI CIS b ERA © aT OSCE 
(SLB PETE RRL ERT o 
ili) GHRMOB ABV 
iv) BRAD REBEL AND BINCK TB LWo 
V) ジル コン に よる 多 色 性 パロ は 弱い s 
vi) 周辺 岩 体 に 対す る 変質 作用 は 旧 期 岩 体 に 比 し 著しく , ERS — 
状 夷 煽 岩 に 変化 し て いる 。 

C. 田 萬 崎 型 

黒 喪 母 花 内 岩 及 花 賠 夷 岩 を 主体 と する 。 岩 質 よ り 次 の 三 つ の 型 に 別 た れ 
Bo 
(1) ARSE TEE CHTEMARAT TI 1b EPS 
(2) Pe OAPRAES EMA CIT UV y bBRMEBS. EUTWSo 
(3) SPREE NRE CHES TENIA & FES 0 

主要 な 性 質 と し て は 


2 


1) @ —, AMES : 九 大 理研 究 報 告 1, p. 59~78 (1943). 
2) 野島 稔 : 九 大 理研 究 報告 1, p. 14638 (1941). 


PGBS 3.) Peat 学会 誌 


Vv 


i ) RNC RUDE NA (2 e158 §2) CAO CRADLE RINE & BL 


。 状 の 正 長石 が 特徴 的 で ある 。 


ii) 周 緒 部 は 一 般 に 著しく 半 花 計 質 で 半 花 議 質 帯 が 2km に 及ぶ 事 も ある 。 
) ペグ マタ イト は 殆ど さ ど ポ ケット 状 を な し 脈 状 の も の は 殆ど 見 ちら れ な い 。 
iv) 塩基 性 捕獲 岩 は 一 般 に 少 い が 東部 で は 可 成 り 多 く 食 まれ る 。 
) 半 花 賠 質 部 に は 硫化 鉄 物 を 含み 電気 石 を 含む 部 分 も あぁ る 。 
Va ジレ Vk A LA pias り BRU DSBS Ae 76 hed ze 


ESB 


Die eine eee ae a 
BN Bo 
vi) eae EGU Biase CGDCENCS L CHEB EIERF Zo 


IV 深成岩 類 の 分 布 
地質 関係 不明 の 岩 体 に 就 い て は ジル コン 洗 に よる 対比 に より その 分 布 を 
調べ 次 の 結果 を 得 た 。 
(1?) 新 第 三 紀 深 成 岩 類 は 全て 中 国 奪 生 山 地 ょ り 山 陰 地 域 に か け て 分 布 す る 。 
(2) eg LLY (FUT Aa RUS LL RE Lc YF IE, hi) EO 
MI ENE 方 向 に 列 つ て 分 布 し , BAITED CSI L We 


に 多 る 。 奪 生 山 地 で は 広島 型 深成岩 体 と 交錯 し て 分 布 す る 。 岩 体 は 何れ る も 


UEC AA EER CB Bo 

(3) EG PW IIULEE AEE CURLED SILL, 江崎 地域 に の み 分 AIT Do 
(4) FE avey U7 hed A LEER ee ENED 12 HY SLL ES 
人 人 岩 体 の 北側 に 位置 し , HRMS CHM BARSET Bo RUA LUTE RE OK 
り 大 規模 で ある 。 


Vt aif 
(1) PHP MOM = MRR + 類 は 野外 関係 と ジル コン 法 と に 依り 
A. FELL ED A eR B. aL Ae CC. Heese 


類 に 別 た れる 。 

(2) 夫 等 の 時 代 は A. 中 新 世 前 期  B. 中 新 世 中 期 。 C. 中 新 世 後 
期 双 は 中 期 , と 推定 され る 。 

(3) A. 及 B. EHS ~ ETE Ia £0 BO C. は 花 周 岩 及 花 剛 北岸 を 主 
体 と する 。 A. は B. UHL ROEM ERT 

(4) 深成岩 類 は 山陰 地域 に 分 布 し 略 ENE 方 向 に 排列 する 。 

橋 を 総 る に 当 つ て 総 始 変 ら ぬ 御 指 導 に 預 つ た 九 大 富田 教授 , 地質 に つい 
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RE a FEHR OSES Ose 生生 に つい て Be 
=e (ARURBRGK ~ ROBE 1) OR 


pes “On the paragenesis of ore minerals in pyrrhotite deposits we 
we (Studies of pyrrhotite deposit in aes I) 

ees 

v iy ; aot pe = (Shunzo Takenaka)* 
3 io Abstract: Writer is studying the properties of pyrrhotite dep 


in Japan, and in this report, it is especialy dealt with the paragenesis eye 
ore minerals from following mines: Motoyama mine, Okayama prefecture ea 
too Tsuda mine, Okayama prefecture. Otani mine, Hyogo prefecture. Putab ie ae ‘ 
NA mine, Hyogo prefecture. Komori mine, Kyoto prefecture. Okura. mine, — 
2 _ Niigata prefecture. The main results obtained, are as follows:- 
F x (1). Ore minerals, observed on examing ores from these mines, are 
q oo commonly pyrrhotite, arsenopyrite, chalcopyrite sphalerite and galena. wie “ 
(2) Writer could find little pyrite in most case, and found magnetite ? 
_in the ore from Motoyama mine. 1; aaa ae in 
(3) Magnetite in the ore from Motoyama mine, shows rosette texture | *: 
or relict texture with sphalcrite. wi 
® (4) Writer found a little pyrite, taking an idiomorphic tone in the ore 8 
from Otani mine. + ie 
(5) Pyrrhotite, chalcopyrite and sphalerite show generally mutual | : 
- boundary texture and sometimes serrate texture. ‘ ie 
Rt (6) PY Arsenopyrite and pyrite show brecciated texture or veined texture © 
with chalcopyrite, sphalerite and pyrrhotite. eto e,', 
(7) In the ore from Okura mine, writer found chromite in pythotite, 

) 1: taking idiomorphic form and cubanite which may be formed by unmixing. | 


(8) Chalcopyrite emulsion in BT can be said to be formed by he 
unmixing. I 

| 9 The sequence of deposition in thses mines, shows the same 0 " 

) as follows : (1) Quartz, calcite (2) Skarns (hedenbergite, lievrite, garnet) , 

(3) Oxide minerals (magnetite, chromite) (4) lst sulphide minerals (arseno- | ; | 
pyrite, pyrite) (5)2nd sulphide minerals (sphalerite, pyrrhotite, chalcopyrite, hae 

me "galena, EN (6) Quartz, calcite. 
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I まえ が き - 
筆者 は 主として 本 邦 磁 硫 鉄 鉄 々 麻 中 の 金属 鉄 石 の 形成 過程 を 知る た めい に 
各種 の 鉱床 型式 並び に 生成 時 代 の 異 る 鉄 床 より 産 す る 鉱石 に つい て 顕微 鏡 
的 研究 を 行い , GRECO RIA, 構造 , 組織 , さら に 品 出 順序 を 知る と 共 
に , これ 等 を 通じ て 磁 硫 鉄 鉄 々 床 の 特 性 を も 知る 事 が 出来 た の で 以下 これ 
人 筆 に つい て 記載 する 。 猫 試料 の 産地 は 第 1 表 に 示す 通り で あぁ つて , いづ れ 
も 磁 硫 鉄 鉄 を 主 成 分 鉄 物 と し , 副 成 分 と し て 若干 の 黄 鉛 鉄 , 隊 和 亜鉛 鈴 , 方 
BROKE & FED CW Bo 
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Il GROME 

1. 本 山 鏡 山 =—- SARI EER SSR HAL REE CH 
つて , SARI MAO BEE ¢ , FEBS hic HRB Y ZAR RERIDER © BE BK 
PRE, CIN DRMWOARM LBA ENS ARERR HOMME iz 
わか れ て いる 。 

前 者 を 構成 する 主 成分 鉱物 は 磁 硫 鉄 鈴 で あつ っ て, FFORBMSK, PIRES 
A, Ait ALG 鉄 鉄 及び 磁 鉄 鉱 を 伴い , 後者 は 黄 負 鉱 一 方 解 石 腺 で ある 。 局 部 
WAVY Sh (FRR, FERRE ELL, DROME HOT 
る ) が 集中 し て いる が 一 連 の スカ ルン 帯 は 形成 され て いな い 。 

2. 津田 鏡山 附近 を 構成 する 主 な 岩石 は 秩父 古 生 層 と 推定 され る 類 
Was & Alka RU EERIE COT, 鉄 床 は 略 東西 に 配列 する レン ざ ズ 
状 の 石灰 岩 に 接し て いづ れる も N70°E OF CCF ALPHA TUB 
右 灰 岩 と の 接触 部 附近 は へ デン ベル グ 交 石 及び 圭 灰 鉄 鉄 よ り 成 る スカ ン 吾 
を 形成 し , 鉄 床 と 密接 な 関係 を 有 を し て いる 。 ; 

3. 大 谷 鏡山 鉱床 附近 を 構成 する 岩石 は 古 生 層 粘 板 岩 及び 花 財 岩 で 


RO ae 5 coe Man Ra mn ase 


4 


BOC AIATEIEE & AR Y Wea THULE PALER BUCH 


BL CWS. AM y BR & L CHARS LOK AOE LC HRTEBROK, Be 
ALCS, BeGKOK, POMLGASK, BERNGK, 方 鉛 鉄 が 観 娠 され る 。 


4 双葉 鏡山 附近 を 構成 する 岩石 は 石英 粗 面 岩 , 容 山岸, 玄武 岩 及 び 


oS RONG COC BRAS HEAL D Be & SHE L 72 — SAIC CB OC BE 
行 腺 が 5 本 知ら れい づれ る N40°~S0°E CAE 12 70° ~80° CAEL Tr Bo 


Di Pa MEL < 30~120cm に 及 ん で いる 。 GRAMME L CHOBE, - 
ERA, PYAR SASK, BECK CADRE PEL THB j 


5. ABBY” 附近 を 構成 ある 地質 は ホル シン フミ ルス と 安山岩 で ) > 


OMA Hie) 25 KR HBR ORAL ERICH LC So SASL ME Re , | 


< DEK O rac HS AMEULNSHEA k OO TWZ MRISEL UCHR 


Bo 

ERAS INS BRE C OC HEHAGK, POMIGASK, THONG, クロ ー ム 鉄 
BRU X 2 — GRE POT W Bo 
6. 河 守 鏡 山 当地 域 南 部 は 古 生 層 が 広く 発達 し , 北部 及 西 部 に は 花 
内 岩 が が 分布 し , この 両 岩 の 聞 に 挟ま れ た 地域 は 東西 の 方 向 に 当山 鉱床 の 母 
岩 で ある 蛇 絞 岩 が 帯状 に 良く 発達 し て いる 。 鉄 床 は 灯 板 岩 と 蛇 簿 岩 ど の 境 
FREE & LCE Bs PIC BEFLAR LEFT L CIID % Bue SHR aK PR b Se 
5N So Bits — herein L ¢ 15~100cm に 及ぶ が 連続 性 を 有 し , 母 
SL OMAGH 3. 主要 な 鉄 石 鉄 物 は 磁 硫 鉄 鉄 , 黄銅 鉄 で あぁっ で て, 
関 亜鉛 鉄 , 硫 克 鉄 鉱 , 方 鉛 鉄 , 黄 鉄 鉄 を 伴う 。 


Tl 鏡 物 相互 間 の 共生 関係 


DE OS GE LU PED. BE D LIER ORESL, 各 鉄 山 を 通じ て 共生 鉄 物 
の 組合 せ は 大 及 次 の 9 種 の 場合 に まとめ る 事 が 出来 る 。 


1. SRE AMOK 磁 鉄 鉄 は 本 山 鉄 山 産 鉄 石 中 に 観 侍 され 


rosette texture?) Mii relict texture £ARL,, PYARSAGKE SEAL で いい 
So Hil WAN ete CAME PicAVER ec SL, 展 々 関 亜 鈴 鉄人 た よ 
DCEO FAR EE SN TCWG. WHKKE VCS FE UKKAN wR 
Wo % relict texrute に つい て は G. M. Schwartz 及び 東大 渡辺 教授 の ・ 


酸化 作用 に よる 赤 鉄 鉱 の 生成 が 発表 され て いる が 磁 鉄 鉄 と 関 重 鈴谷 の 場合 


) te te Te? 武 : RRA. Os, 2, p. 87. 
) 滝本 YW: BASIE 25, 29. 1951.- 

). Schwartz, G. M.: Econ. Geol. 46, No. 6. 1951 
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は あま り 他 に 例 が な い 。 酸 化 作 用 と 療 え られ な いか らむ し ろ ス ケル トン 生 
成 機構 と 結び つけ る 方 が 妥当 で あら う 3。 

叉 磁 鉄 鉄 を 綱 く 豚 状 の 関 重 鉛 鉄 る 認め られ る 。 

2. BME BRO EGA L PAROS GI LRRD a> Ze HA 
で 接し , REICIUTEGNOK & Bu Cliche BL CH SBRD SY (第 3 図 ) 略 


AUREL SEN Cats L HHS NS. MAI, AG, 双葉 , 河 守 


466k LL PE PYRE SASK Bc REGASK O AREAS BUR L CURB EL CWS 時 
に は これ 等 が 細長 い 薄 葉 形 を な し て 方 向 性 を 有 し , 平行 線 状 , 60”, 90°28 8 
状 を 呈 し て いる 場合 る も 展 々 認め られ る (第 5 BAM) 

これ 等 は 鉄 液 ょ り 直 接 品 出せ ず , 従来 の 記載 ” と 同様 離 座 に よる 産物 と 
療 え られ る 。 

3. 破 硫 鐵 鐘 と 弱 豆 銘 鐘 の 共生 磁 硫 鉄 鉄 は 図 亜鉛 鉄 を 貫い て 豚 状 を 
EL, 又 島 状 の 関 亜鉛 鉄 が 磁 硫 鉄鉱 中 に 包 題 され て いる の が 展 々 認め られ 
る 。 第 6 図 は 島 状 関 重 鉛 鉱 と これ を 囲む 磁 硫 鉄 鉄 で その SR 
甚 し く 上 且 磁 硫 鉄 鉱 は 関 重 鉛 鉄 中 に 深く 紀 入 し て いる 。 これ は 明 自 に 関 亜鉛 
鉄 を 磁 硫 鉄 鉄 が 訟 食し た 結果 で あり , 前 者 より 後者 の 方 が 後期 の 品 出 で あ 
; る 事 を 示し て いる 。 

本 山 鉄 山 産 関 亜鉛 鉄 中 に は 懸 濁 状 黄 銅鉱 と 接し て 磁 硫 鉄 鉄 が 認め られ , 

1 個 の 細 小 が 両者 より 成 つ て いる 場合 が 観察 され る 。 こ の 種 の 共生 に 関し 
で は 既に PJ Ramdohr & U G. M. Schwartz?) 7} oCTREeREN, 
AIDC H == ORM BOC HIMBA IC LS EL HEA NCW SRK 
験 的 に は 確 め られ て いな い 。 H 7 図 eae 4 図 と 同一 の も の で 関 亜鉛 
Gk, Win GREK, 黄 鋼 鉄 の 共生 を 示し た も の で ある 。P. Ramdohr® は py 
亜鉛 鉱 中 の 細 沙 が 黄銅 鉄 及 び 磁 硫 鉄 鉄 より な つて いる 場合 は 高温 生成 の 鉄 
床 と 推定 し て いる 。 

4. RURAL ROR 。 鉱石 中 最も 普通 的 に 観 媒 さ れ , BRUNE 
状 の 磁 硫 鉄鉱 が 黄銅 鉄 中 に 包 牟 さ れ , 叉 磁 硫 鉄 鉄 を 貫く 用 状 黄 鉛 鉄 る 屋 々 
認め られ る 。 (第 8 &) 

これ 等 は 成因 的 に いづ れる も 多 液 か ら 直 接 品 出し た も の で 苑 深 に よる 産物 
CUBA SNR. MIG OSIE YD 比較 的 滑ら か で ある 事 か b FEPISKOR MS 
SIE RGRBK & 0 FG REI CAH & BARA LFA CBI S CARH REL 


1) Buerger, N. W.: Am. Min. 19, 1934. Ramdohr, P. : Erzmineralien 
, und ihre Verwachsungen. 1950 p. 119 Abb, 109~111. Edwards, A. B.: 
Texture of the ore minerals. Melbourne, 1947. 
2) Schwartz, G. M.: Econ. Geol. 37 1942 
3) Schneiderhohn-Ramdohr ; Lehrbuch der Erzmikroskopie, 


OLS NS. 


5. 方 鉛 鐘 の 共生 PRR SAAR U-CMeNC MC Re 


LES. HMMINBRELL ED, 第 9 MOBS0 3 5 1epgMERGke 


滑 か な 曲線 で 接し , 磁 硫 鉄 鉄 を 切断 し て いる の が 観察 され る 。 

第 10 図 は 黄 鋼 鉄 中 の 島 状 方 鉛 鉄 と , & BALL OO ARGERGE CD Z 5 
これ 等 は いづ れる も 釣 液 より 直接 品 出 し た も の で あり , ZORRO, 
SAGE DY BMD MICH So Ree: 

6. RRS, Bt aeons ee 
RUDGE BEAT PC BERS Nh BIOBE Av HAA & MIRAI & 
One EBA SRA OTL IEECRE ME Te 
CRO BULSM £0 S MUO CH 2, 

7. WHRABE FA-LAMBoORE fib I DERI HRM ice 


れ , 他 の 鉱山 で は 観察 され な い 。 ク ロー ム 鉄 鉄 は 常に 自 型 を 時 し, 磁 硫 鉄 7 
鉄 と 共生 し て いる 。 硬度 の 砂鉄 鉄 ょ り も 大 で 研 麻 は 甚だ 困難 で ある 。 青 味 「 


TPORKABORNEERL, PFSIVCHRESTS 


8. FA-NGEHEUBRVUMRABOXE AMS PRS ES 


観 祭 され , 鏡 下 で クリ ー ム 色 の 反射 色 を 示し , 磁 硫 鉄鉱 中 に polygonal 
form を と る か , 関 亜鉛 鉄 中 に 島 状 叉 は 細 点 状 を 呈 し て いる 。 キミ ユー GK 
中 の 磁 硫 鉄 鉄 に つい て 既に Newhouse” が Frood 鉄山 産 の も の に つい て 
HEL, BPOWAL UBREEL HEL CHO, 本 邦 で も る 二 三 ” の 報告 


が 発表 され て いる が 磁 硫 鉄 鉱 中 の キュ ェ ー バ 鉄 に つい て は 未 で 発表 され て い 」 


な い 。 P. Ramdohr は キュ ー バ 鉄 の 2 つの 型 に の べ , Borchert? ~n% 
の 内 キュ テー バ 鉄 (11) は 黄 鋼 鉄 と 磁 硫 銅 鉄 と の 統 密 な 共生 体 と 考え て いる 
が 大 倉 鉱山 産 キ ェ ー バ 鉄 る 磁 硫 鉄鉱 と 共生 し て いる も の に つい て は Bor- 
chert の 説 る 一 応 義 えら れ , この 点 猫 問題 が ある?。 関 亜 鉛 鉱 中 の キュ ェ 
ー べ バ 鉄 に つい て る PAO? 氏 が 河 邊 鉄山 産 の 鉄 石 に つい て 発表 され た 程度 
で あぁ あまり 知ら れ て な い 。 

9. BTL & IBM U' 14 SAGO A GASES a EA 
BET SOR ICS ¢ BAS NEIMAN, WHMIS EL, HH 
DERMER IC KDTEU LEED LUE RRD BN So 

CNEO HN Bis HGR LOC FERS 1, BERGA US a RG & A 


Newhouse: Am. Mineral. 1931. 

渡辺 万 次 郎 : Bw, 18, 1937) ARE, 下部 松 大 , BEM HB, 7~14, 1952. 
Borchert,H.: Chem. “ Erde 24 18. 1952 

Uytenbogaardt, W.: Tables for microscopic identification of ore minerals 
1951 Princeton N. Y. 
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本 邦 磁 硫 鉄 鉄 々 床 中 の 金属 鉱石 の 形成 過程 を 知る た め に 西南 日 本 内 帯 地 
KO Sekui t RAL AAA AHO 1SKI b ORR ICO CA BSE 
観察 を 行 つ た 結果 , 鉄 石 鉱物 の 共生 に 関し て 次 の よう な 点 を 知る 事 が 出来 
725. EID 
1. 磁 硫 鉄 鉄 々 床 に 伴わ れる 普通 の 鉄 石 鉱物 は 黄銅 鉱 , 関 亜鉛 鉄 , TLE 
鉄 及 び 方 鉛 鉄 で あぁ つて, 接触 鉱床 で は 時 に 磁 鉄 鉄 が , BUI ISBRDK DRC (LR 


に クロ ー ム 鉄 鉄 及 び キ ュー ババ 鉄 認め られ , BRAMALL CMY © 


as THEIL TED BVA V 9 STA BRGA UL Be A OB 
の に , ASAT HRTEM OOS BO SN So これ 等 の 事実 か ら 共 
生 鉱 物 の 種類 と 鉱床 区 及び 鉱床 型式 と の 間 に 或 る 程度 の 関連 性 が 認め られ 
る 。 ) 
2. 鉄 物 相 二 間 の 関係 , 特に その 共生 構造 , 組織 は 全般 に 略 同 一 傾向 を 右 
L, さら に 品 出 順 手 に つい て る も 同様 な 傾向 を 有 し て いる 。 猫 西南 日 本 内 帯 
の 鉄 床 中 の 関 亜 鈴 鉄 中 に は いづ れる も 次 鋼鉄 の 細 灯 が 散 点 し , FTSSBEVAc 
る 産物 と 解 も られ , 又 大 倉 鉄山 産 関 亜 鈴 鉄 及 び 磁 硫 鉄 鉱 中 に は 島 状 又は 小 
細胞 状 の キュ ー バ 鉄 が 散 点 し て お り , これ 等 の 一 部 も る 脆 離 浴 に よる 産物 と 
推定 され る 。 
3. BOIL ORES SL, 医 鉄 鉄 , クロ ー ム 鉄 鉄 , 硫 克 鉄 鉄 は いづ 
れる も 自 形 叉 は 角 奏 状 構造 を 示し , 他 の 硫化 鉱物 より 早期 の 上 品 出 を 示し て 
いる 。 


第 2 表 磁 硫 鉄 鉄 々 床 中 の 欠 物 の 品 出 順序 
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4. Thompson” 238512 38 L 7 REWARD BK MO IEE & EEL TC, 
卓 出 順序 に 関し て は 本 邦 の 場合 も よく これ に 類似 し て いる が が, 唱 出 時 期 は 
BED & > BESIREL TS | 
以上 の 中 2) の 関 亜鉛 鉄 と 黄 鋼 鉄 , 関 亜 鉛 鉄 と キュ ー バ 鉄 の 共生 に つ 
WC, , 前 者 に 関し て は 従来 本 孝 で も 多数 の 研究 が あぁ り , 一 般 に 離 深 に よる _ 
産物 と され て いる が , Bei P. Remdohr が その 共生 に つい て 発表 し て 
いる 程度 で 未だ 実験 的 に 証明 され て いな い 。 い づれ に し て る も 筆者 は 鏡 下 の _ 
性 質 か ら 離 深 共 生 と 推定 し た が 勿論 熱 的 研究 が 必要 で あり , この 点 た つい 
て は 稿 を 改め て 報告 する 。 ON ie} 
PKGAATARICN LB ABU, 綱 重 な 試料 を 与え られ た 京都 大 
学 工 学部 滝本 教授 , 並 に 御 援 助 戴 いた 鉄 床 研 究 記 各位 及び 試料 採取 に 際 し 


1) Thompson: Econ. Geol., 1914, p. 153~173. 
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第 2 図 磁 鉄 鈴 の relict structure. pAmigtsn (Sl) と 共生 し て いる 。 x90 本 山 録 出産 

第 3 図 磁 鉄 鉱 (mg) OBOE ITZ IMM (SI) と さら に これ を 脈 状 に 切る 
Hog (Cp). x90 AIL GEL ee 

第 6 図 RAGS (Po) pO eDIRISTBILS (SI) MRO REALE NOM <, REGIBARE 
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第 7 BAe St (SI) 中 の 普 鉛 鉄 (Cp) & RHI Po の 共生 emulsion texture 
«FRAT OX 270 本 山 鉄 鉄山 
第 10 図 GAS (Cp) 中 の 方 負 伏 (el), x90. ALLL BELL Pe 
#8 12 図 CREM (SI) 中 の ォ ュ ー バ 鉄 (Cu) RABI (Po) REHM (gl) LH 
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第 1 図 WER (mg) の 円 花 状 構造 。x 130 
Ax BALL Pe 
第 4 図 PURRGhoK (fa) PO Bigs (白色 ) の 
細 粒 。 メ x400 洗 濾 本山 鉱 山 産 
図 DQGRSEGR (6S) “PVC MST PAC ea 
A BiGK Sh fH) OF Sx 480 洗 涯 


大 谷 鉄山 産 
第 8 図 磁 硫 鉄鉱 (Po) と これ を 切る 脈 状 黄 鋼 


GK (Cp). x 130 二 山 鉄山 産 
図 因 亜 鉛 鉄 (SN) 磁 硫 鉄 鉄 (Po) と 方 負 
Gh (gl) の 共生 。 方 負 鉄 は 磁 硫 鉄鉱 を 


MTL Cw Ao X325 KARINE 


第 11 図 ReTGRE (Po) ANZ BAIR BOA 7 a — 2RREK (C = x 250 


第 13 DME (ap) の 割れ 目 を 


FOR L 7 RBK (Cp), x 130 AIRF SAL 
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==OMRAAGKARIC OWT (11) 
Study on some amphibole bearing banded iron | g 
ores from Manchuria 


7% §f a BE (Goro Asano)* 


SEQRRARA —*SHASHE = (Glaucophanic amphibole bearing 


banded iron ore) 


本 角 関 石 の 産出 は 極め て 移 で , BHOBAL 72Ols PML HR (BRA 
AIR) ORERAORIBOAC, その 層 の 下部 は 先 カ ッ プ リア 代 花 


iat OGM, 叉 上 部 に は 鉄 関 石 一 片岩 層 が 存在 し て いる 。 此 の 角 関 石 


は 故 加 藤 武夫 教授 っ DW RMSALTETELL ORR FAIRS 172 “glaucoph- " 


anic amphibole” と ょ 光学 的 に 大 凡 類 似 し て いる 。 


紫 の 角 関 石 は 一 般 に 径 数 mm の ポイ キロ ブラ ステ イツ ク の 形状 を 時 し, 


その 光学 恒 数 は 必ず し る ROM ORB AI-- BT ZOO CAC, FRA im- 
erinite < 類する 所 る 多い 。 人 第 6 表 に 測定 値 を 掲げ , 同時 に Winchel の 
Ele. of opt. min. (THROM AO AILS 比較 の た め め 併記 し た 。 
第 6 表 案 構 山 産 監 固 石 質 角 央 石 其他 | 


屈 折 |S Bey ORE ke 
No ees (-—)2V;ZAc ye Eas 
& 2 xX WG る 
1 Su fat 1 68° 23°| 1.628] 1.640] 1.647 0.019) 2% | 談 紫 書 | BF 
2 » 65° 24°! 1.630] 1.642] 1.650 0.020)» : : 
3 ” 50° _ 33° 1.639] — | 1.651] 0.012] | » Pre as 
4 ” 40° 25°) 1.638] 1.647| 1.652| 0.014| ¥ % 
pe Wy 2° 33° 1.636 1.648 1.651 0.0153 淡 青 - 
| O15 淡 茜 緑 Gps) | BERET 
6 | Imerinite eo 45° 1.638  —| 1.653 0.015| # 2a | FR) HF 
Toren- X<c= ats Fs ‘ 3 | Se 
J | drikite =], §0° ee? Tam Psi me IK eae 
Glauco- | oj +4°~ O18-) Ae Fog 
8 oe 45 Tee] 1-621) 1.638) 1.6399 999) Sak! 28 青 Jape 
9 |Gastal- 42-407 48° 1.630] 1.646] 1.649, 0.019) — ri Te 
dite XAc= 
01 |. Crossite —| “Gh Goo] 1.657| 1.659) 1.663) 0.006] 無色 黄 | Zee mB] 濃 Be 


* 古河 録 業 株 式 会 社 
1) Kato, T. ; On the origin of the Mozan iron ore deposits, North Kerea, 


Jap. Jour. Geol and Geogr., 16, 233-238, 1938, 
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次 に 第 7 RUA ORE NEG — 緒 状 鉄 鍼 の 成分 鉱物 の 制 合 を 
ARL Ro ZUNE HAG D> ARIS CORRE PO BN BSA Bice 
Wo HAMAR O MMIC AY SENT So 7 


第 7 表 PENA RANA mR 


a b 
容量 百分比 | ih | 重量 百分比 | 容量 百分比 | 比重 | 重量 百分比 
BBE 49.1 D9) 34.9 57.0 987 42.0 
RE BE $E 42.5 5.2 58.2 37.7 5.2 53.5 
AG 8.1 3.1 6.6 4.] Sai 3.5 
AS 母 — — = 1.2 2.9 1.0 
Be IK a 0.3 32 0.3 a = Sut 


測定 は 積算 合 に よる 。 

第 6 表 の 中 の No. 4 の 角 関 石 を 含む 第 7 BO AN MAO SME 
第 8 RRL, CDHOHO Al,O,: MgO : CaO の 比 を , 1 MO 
Al2O。-MgO=CaO 図 中 に 藍 関 右 領 域 を 定め た 後に 点 示 し た 。 匠 く Om ¢ 
し て 直ちに 注意 を 惹か れる の は 此 角 関 石 の ALO。 2 B PGK SEY 
も 少 い こと で ある 。. 双 アル カリ は ALO。 十 MgO + Ca0=3.43 に 対し , 
K,0+Na,0=0.12 で ある か ら , 通常 の 藍 関 石 中 の Al,O;+ MgO+ CaO 
=25~30% EMAL, 8 倍 し て 見 る と 0.96% に 過ぎ な い 。 


Alz0s 


fe | eee te eee ie ae 


REBNAO 5~9Y, に 比較 する 時 に , TAD) MERE Le Ral 
な ら な い 。 同様 に torendrikite, imerinite EEL で る アル 2 
い が , 唯 AbO。: MgO: CaO の 比 ほ は 哀 関 石 と torendrikite 差し てく は - 
imerinite の 中 間 的 性 質 を 有する も の と 推定 され る 。 以上 の 考察 に 依 れ ば 
結局 本 角 関 石 は 告 は 正確 に は 命名 し 難い も の で ある が , 叉 分 桁 に 当 つ て , 

締 状 鉄 鉄 そ の も の を 分 析 し た 為 に , 竹生 の アル カリ の 定量 が 不正 確 で あつ 
た 侍 も 充分 に あつ て , 将来 機会 が ぶ あ れ ば , 角 関 石 の み に 絶 いて 再 分 析 を 要 
すべ きも の で あら I, 0 

加藤 教授 は こ DBE 2 FPO AER DUC TEINS & BR AB graniti- 
zation に よる も の と し て 説い て 居 ら れる 。 本 産地 で も 一応 こ の 療 へ で 説 
_ 明 され る 様 で ある が , 併 し 上 部 に 来る 鉄 関 夏 一 片岩 中 の 角 関 石 に 同質 の も 

の が 少し も 生成 し て いな いこ と ・ ゝ , FROZE HIS L CRESO RD H 
る の で , 夫 等 の 解釈 が 可能 で な いと 如 藤 教授 の 説 で は 本 産地 で は 成因 の 説 
AAAS HK yD LIU HE 


BSH ZENA AANA MRAM G7 Ha) 


crc ON aie EG = ケリ — fe 
SiO, 43.40 723 Si 103.7 
TiO» 0.40 5 al 16 
Al20 1.16 11 os 97.3 
Fe205 37.32 233 1.0 
FeO 15.26 212 alk st 
MnO 0.02 MG ERR VEN Baie oy 
MgO 1.87 46 _MgO/MgO}-CaO 0.87 
CaO 0.40 7 Al,O;-+MgO +Ca0=3.43 
Na,O 0.08 1 Al,Oz : MgO : CaO 
K,0 0.04 0 = 33.8 254.5: 11.7 \ 
+H,O 0.37 os (EpGG (data tk Dana iz k se 
—H,0 a Se 平均 は 
P205 0.09 0.6 Al,03 : MgO : CaO 
S a — | =50.8 : 35.9: 13.3) 
Sitio Sate ps a " 
2+ 100.41 | | 
4 KL 37.97. | 
wm | fia | 
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Pik BOLLS KD 
CUR oe DAR 。 緒 状 鉄 鍼 に は 幾度 る 述べ た 事 が ある 様 に , A, B i 


類 が ある 。 A は 石英 , 酸化 鉄 鉄 物 の みよ ょ り 成 り , B は 基 他 に 種々 の 成分 鉄 


物 を 含み , PER, 殊 に 変成 度 に 応じ , その 低い も の より, 高い も の に , K 
PIERRE, 角 関 石 一 緒 状 鉄鉱 , HA RRR, 2704 bee 
びに 鉄 枚 枯 樹 石 一 ュ ェ ッ ウッ リサ イト の 4 種 の 如く 大 別 さ れる 。 併 し 定 ら この 様 
ER EO, LRRD xr SZERRRM, その 異 る 原因 の 主 
な る も の が 外部 より 人 与 へ られ た 変成 鹿 の 高低 に 依る る の で ある と 結論 する 
PUL, 先ず 夫 等 が 初生 的 に 成因 を 等 し くす る も の で ある と 共に , 化学 成 
分 上 , 同一 類 と し て 処理 し 得る 範 軒 に 収容 し 得る も の で ある こと を 証明 し 
な けれ ご ささ な ら な い 。 何と な れ ば ば 変成岩 に 於 て は 基本 的 に 化学 成分 の 異 る も 
PD > 変成 度 を 直接 比較 し , その 相 を 論ずる こと は 不可 で ある と 思 は れる か 
ら で あ る 。 本 論文 で は この 化学 成分 に 就き 総 手 的 に 論じ た い ど 局 う 。 
ALB REOLBRD 。 緒 状 鉄 鉄 は 全般 を 通じ , 叉 各種 を 通じ , WEN 
CLANS ED 25~45% に ある こと は 既に 論じ た 。 且 統計 的 に , 合 
鉄 品位 が この 臣 囲 内 に ある 人 鉄 石 は 90% 以上 に 達し て いる 。 

締 状 鉄鉱 中 で A 類 の も の は 成分 鉄 物 が 酸化 鉄鉱 物 ( 赤 鉄 鉄 及 び 磁 鉄鉱 ) 
と 右 英 の み で , 其他 に 微量 の 燃 灰 石 を 伴う の み で ある か ら , その 主要 化学 
成分 は 二 価 , = Mi DWACBK & HEROD COT, 基 他 の 成分 は 微量 で あり , 
間 題 と する に 和 足り な い 。 RARKOECY FeO, Fe.0;, SiO, の 平衡 賠 係 
と な り , 実際 上 の 和 観察 に 依 れ ば B 類 各 種 の 変成 相 の も の と 共存 し て いて 
も 成分 鍼 物 間 の 変化 が な い 。 要 する に 全部 を 通じ て 同一 鉄 物 想 を 有 し て い 
Bo MMBRED YS OCH SAY VIA SHC CORAM DT: BME, 
BBE AH, 純 Fe SiO。, 或 は 純 Fe, SiO, で は な く , 必ず MgO を 
する こと は 純 A 類 源 ヌ ウリ サイ トト の 欠如 する こと を 示し て いる 。 HO 
表 に A 類 の 代表 と し て 西寺 山 の 月 平均 試料 分 析 値 を 掲げ た 。 之 は 大 価 鉄 
— BOWSER CHAZLBATIW 


KC BORK, 石英 , MRC GOMDL INCE OMI e & AC 
WSo ML CHER aE CILERR, 酸化 鉄 の 外 に 石灰 , BABEL E SS, 
BO CoAT It A BED YM CHS, MRM ChB Lt BS 
MEAL CWSU, COMES RAMBINCRDO SARS WA 
を 除け ば 大 体 塩基 性 火成岩 の 変成 岩 の 鉱物 成分 に , De LY SRI ES ¢ 
類似 し て いる 。 唯 長石 類 を 含む 例 は 稀 で ある 。 第 ( 表 に その 各 変 成 相 の も 
D > 化学 成分 を 損 げ た 。 


ee a ae ee ee 


Na,O MgO/CaO+MgO 
Hz 4 “™ | Ca0O+MgO0+Al,0; : 
TiO, Be | za (1) 0.42 
P205 — | Sane (2) 0.61 
計 100.30 | 99.74 | 
fs HE 39.00 37.80 s 


第 ORL IOKE HT ZL, BRE DIRE DY, 共に 大 差 な い 。 併 
し 人類 で は CaO, MgO, Al.O; 等 に 逐 し いた め に , 地 酸 は 比較 的 多く , 
EON Si RBS. (AL, B 類 に も か な り 多 いも の が ある 。 al, fm, 
c, alk 等 は A, B 両 類 の 間 に 差 が ある が , B 類 そ の も の は 同一 に 療 えて ょ よ 
Wt Rliins. dsm, A, 己 間 に 可 成り の 類似 が ある 。 K は 常に 0.5 ょ 
り る 小 , mg wri c/{m の 値 は 常に 小 , 叉 c/tm は 大 部 分 0.11 LOA, 
一 般 に は 0~0.11 の 間 に あ る 。 又 通常 c/fm>mg の 関係 が ぶ が あつ て, 即ち , 
MgO/CaO+ MgO>0.5 GH), 且 0.5 より 小 な る 時 も る , 少く と も >0.4 
で ある 。 こ の 例外 は 殆 ん ど な い 。 甚 は この 鉄鉱 が 常に 石灰 に 比 し 』 茸 土 に 
比較 的 富む 特徴 が ある の を 示し て いる 。 

既に 記載 り し た こと が あぁ る 様 に ,al-fm-c-alk 4 RGRO 図 上 に 以上 の 
デー タ を 点 示 すれ ば その 分 析 値 の 大 部 分 は c/fm 23 0-0.11 0 fo F 
c/fm 頂点 に 近い 隈 に 集中 する 。 是 BB 類 全体 が 狭 秀 困 内 に 密集 し , 叉 A 類 - 
は 当然 頂点 を 占め て いる 。 こ の 位置 は 火成岩 で あれ ば ヅ ン 徹 棋 岩 (dunite) 
の 占め る 位置 で , MELOYAY v itis t Hh0 FeOSMgO と 成 つ て いる 
(但し Fe20。 も FeO に 換算 し て )。 匠 くし て 貫 状 鉄 鉄 は 各 変 成 箱 , BHO 
も る の を 含め て 化学 成分 上 , 同一 種 の 岩石 と し て 処理 し 得る る も の と 思 は れる 。 
BD CR MMOAM CI bE RD LOBZAICKZ LOCH, KkKEREO 
高低 に 支配 され て いる と 考え らち られ, HWAMBAK, PRIMI AHOA RAY 


B © PRRMOLE 


= BAG, EO 
ROVE 


Fae 
る 


aS rad 


: 46 10 38 
J j ee 
No. | 1 | 2 | 3 | 4 | 5 CE are 8 
| 
SiO, | 44.45| 30.42| 48.76| 39.74] 42.64| 45.50| 45.32] °37.06 
Heel Al,O} = 0.11 | -2:30).° 2.68) 4.304 * 2:78)" —3560-> 4.98), 0:80 
‘Fe;O+ 16.86 | 33:22} 24.24) 9.16| 12.744 3.06] 5.18)-217.02 
| FeO | 29.83| 24.73] 2026] 36.17] 36.53] 41.18| 37.86] 36.85 
MnO |? 0.53) 0.83) 0.04] 0.08} 0.10) 0.13] 0.12} 0.18 
m | CaO 3814.4 23:35) 0 EAT 4740 1% 2299 [+ So tae 2:56 
. MeO 4-382 I 2 1:54.15, 9°65| 7 2749] <2.98 | .* 2564 be 3:91 
BAKO 0:27|.. 0.54; 0.12) 0.44] 0.18) 0.10] = 0.20) 0.07 
Na,O| 0.80} 0.82] \0.30,; 0.82] 0.38}. 0.31] 0.70) 0.38 
H20+ — s 0.80] 1.49] 0.91] ZA 0.34] 0.76 
HOt t — oe 0:06| 0.08] 0.12} 0.06] 0.08} 0.16 
TiO, aoe = 0 0.242 C201: SOAS 1e" 0220: ON75 
. | P05 | 0.03} 0.21) 0.05) 0.21) 0.17] 0.40) 0.29) 0.14 
計 | 100.08] 99.20, 101.00] 100.10 | 100.64| 100.73 100.03 | 100.64 
fag |-34.98| 42.45| 32.8 | 34.5 | 37.30| 34.15] 33.05| 40.54 
TESIS49 BGI ZEST ISSO 
る anne ee = lasses a (asec (are) uz 
si> { 92.3- | 53.5 | 117.8|.79.9 | 90.0. | 97:1. | 99.6 [69.8 
al 0.1 2.4 S851 3.4 4.5 6.5 0.9 
“a fm | 90.5 | 89.2 90.4} 82.6 92.4 88.0 | 86.8 | 93.1 
va c 730°) 26.4 4.9| 10.1 3.2 6.8 5.0 5.2 
‘| alk| 2.0 1.9 0.94. 2:2 1.0 0.8 1.7 0.8 
k O19 |, 0.28) 0.174 4.0.28 40:25) - O71 O15) 20.14 
| mg| 0.13| 0.10) 0.06). 0.10] 0.08] O11] 0.10} 0.12 
ff | c/fm| 0,08] 0.07) 0.05) 0.12} 0.03] 0.08} 0.06] 0.05 
lo Meo 0.62| 0.57) 053) 0.44] 0.71} 0.58}. 0.63] 0.68 
Pes NP my MAY EHF | ‘oa | Perey ne | eae 馬 和 寺 
a7 Ail op = 2 NW st 
Nina age リサ イト リサ イト | 


DS, ZVCANG UL 79 MIL CH RGR GRE AO TROAM & BACALL CH 
L 6 VG EE DH DF 
すべ き で , ZOREMOM ( B NS 


うる 時 , AML BRA RA, MARNE EE 


tA 


eS ih 


OF MgO, CaO 


47.97 43.67 48.65 59.59 27.52} 66.73 || 40.06 
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要 な 要素 と な つて いる の は 第 10 表 に 明らか な 様 に FeO, Fez0s, S10 Ale 
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RNA ORE: RoC CS 大 間 人 時 に 全部 が 本 人 


鉄 久 物 の 成分 と な つて いる こと が 多い 。 若 し も 酸化 鉄 鉄 物 中 の 全部 が 磁 鉄 
PCH SM, 或 は 叉 全部 が 赤 鉄 鉄 で あれ ば 総 化学 成分 中 の FeO, Fe,0, の 
値 よ り , 含 鉄 填 酸 慮 鉄 物 或 は 含 鉄 談 酸 旋 鉄 物 中 に 含有 され る 箸 の FeO を 
BIT ZOUADCH S. HUES HEAZI RUC, BB 類 で は 常に 磁 鉄 

鉄 と 赤 鉄 鉱 が 共存 し て いる か ら , MAIC KE ORR, 赤 鉄 鉄 の 量 を 出す こ 
と は 旬 可能 で 7 夫 れ は 唯 入 類 の み に 可 能 で ある 3 MO CMILSRe &k Y 
酸化 鉄 鉄 物 以 外 の 録 物 中 の FeO る 一般に 正確 に は 算出 し 難い 。 ERR Ih is 
状 鉄 鉄 で は 殆 ん ど 常 に 過飽和 の 状態 < ある も の と 見 られ る 。 勿 論 全 鉄 量 と 
圭 酸 と の 量 を 比較 すれ ば , 理論 的 に FeS:O。 中 に 含ま れる 圭 酸 の 値 に 近い 
dy 或 は 不足 し て いる も の る も 少く な い が , 実際 上 高度 の 変成 相 の も の 以外 
に は 酸 以 外 に は 酸化 鉄鉱 物 と 環 酸 の 間 の 化合 を 療 え る 必要 が 無い 。 禁 土 , 
aes RNAS ¢ SE, 酸化 鉄鉱 物 以 外 の 鉱物 の 成分 と な つて い 

f8P9 RARER O RRC, 酸化 鉄鉱 物 以 外 の 鉄 物 は 通常 唯一 種 の 
OE ee 
る 直 eO の 含有 の 割合 に より 決定 され る 。 

B 類 納 状 鉄 鉄 中 の 最高 度 変 成 相 の 岩石 で ある ユウ ツリ サイ ト と 共存 し て , 
型式 的 A 類 纏 状 鉄鉱 が 存在 する 事実 は 撫順 に 於 て 認め られ る 。 之 は 最高 
度 の 変成 相 で る も, 或 程 度 に Al20。, MgO, CaO St Zs BW OWA 
AEA, 鉄 姓 橋 石 等 浴 生 じ 難 いこ と を 証する も の の 様 で , 実際 の ユウ ツリ 
サイ ト で る も 夫 等 の 純 鉱物 は 存在 し て て いな い 。 要 する に ユウ リサ イト 相 を 
, 生ずる に は 一 種 の 溶剤 と し て 夫 等 の 不純 物 の 存在 を 必要 と し て いる や う で 

BS. : 

BRUCE CH CT, 少く と る 中 程度 以下 の 変成 相 で は , 讐 物 相 の 剖 
を 考 ふ る 上 に は 酸化 鉄鉱 物 を 除外 し , Al。0。, MgO, CaO wruie FeO の 
—HROAEUACHARDEBATEWL MNS. TL CHMODHRA 
明瞭 な FeO を 除外 し , 他 の 3 成分 を 基本 と すれ ば BM の 性 損 の 基本 を 
巻 え る こと が 出来 る も の と 思う 。 夫 に は 3 COME, Bl ALO, + MgO 
CaO と , 3 者 の 量 比 , 即ち , AL。O』: MgO: CaO を 知れ ば よい 8 

今 , Al。O。-MgO-CaO" の 正三 角形 図 を 作成 し , 各 B 類 の © 量 比 を 基 上 に 
Mad Sie, 原 岩 相 で は 多く の 場合 MgO-AL。O。 REL O % 1 REESE 
味 し , MgO-CaO 線上 の 各 点 は 炭酸 塩 を 意味 する 。 と 解せ られ , 三角 図 内 
の 各 点 は 夫 等 の 現在 を 意味 する で あら う 。 此 場合 , MERRIER O 


bec FeO の 多い も の で は , 量 的 に 比 隊 的 少 い 他 の 3 RRA REMEDL byte 


年 を 強調 され る 欠点 が ある 。 


を 点 未 し た 。 
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3 = ‘ 第 Si tees ae 
| 第 2 図 に より 次 の 事実 が 明らか と な る 。 先 前 記 3 ROR, A 


OCaO MEO を 1002 LER BX TOMA MgO 20% Dike 
区 域 に ある 。 叉 少数 の 例外 を 除き ユウ リサ イト 以外 の も の は ALO; 35% 
放 以下 の 範囲 内 た ある 。 叉 グリ イナ ライ トー チャ アト We MgO mic 
7 測 立 区 域 を 占め る て いる 。 ユ ウリ サイ ト と 鉄 鍵 本 極 石 一 ユウ ツリ 94 eto 
ea ALO, が 35~52Y, DFMO = AAO HOI BOLE ET RL 

— CBee CLE REC ESI SRS, SIVA 
ee } 相 の 生成 に は 外部 より , Fev Al。0。 が 供給 され て , CORB EE, 
RCT HY OPEN L FEC RRRAL HE RICTA 5, PAB Sramttization 
3 御用 が 推定 ざれ る 。 基 に つい て は 既に 論じ た こと が ある s = fA ORR ae 
「 BGK EC ey CIEL ER EE OKO DO EMA (GL Hrs BOTH © 
 REIRDRGKD (CAE LO MVEA VRID BE ee ACURA 7 < AED 
DE MRAIZENTHEOKEDLBASNSG x Al,Os-MgO 線上 の SOT 
EBSA, HLS MgO-CaO 線上 の も の は な い 。 一 般 に MgO-CaO fR 
上 に 近い 内 両 線 に 挟ま れ た 区 域 に ある 。 選 は 原 岩 の 大 部 分 の も の が , 右 英 ) 
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"酸化 鉄 鉄 物 の 外 に Fe-Ca-Mg ROM, 三種 と 鉄 緑 泥 石 の み 
を 有 し た こと を 意味 する 様 で , 夫 れ は 低 変 成 慶 貫 状 鉄 鉄 の 研究 結果 や に 合 
致し て いる 。 叉 既に 論 が じ た 様 に グリ イナ ライ トー チャ アト は 満 洲 に は 存 . 
在 し な か つた も の と 結論 され る 。 : : 
第 11 表 中 で , 酸化 鉄鉱 物 を 秒 く 磁 鉄 鉄 で ある と 仮定 し , 分 析 値 の Fe;O。 
に 対し ) 等 分 子 の FeO HHL, 之 を 分 本 値 の Ee0 より 差引 くど Et 
な る も の と 負 と な る も の が ある 。 勿 論 実 際 は 赤 鉄 鉱 と 磁 鉄 鉄 が 共存 し て い 
る か ら , BcKRMIAOR Mc FeO が が 少 い と き と 磁 鉄 鉄 が が 少 い で て とき と, 
或 は 両 要 素 状 重なる 時 は 当然 FeO は 負 と 成る 答 で ある 。 例え ば 角 了 図 石 一 
貫 状 鉄 鉄 で は , FANE, 青 緑 角 関 石 , ペア ガス 石 等 で で あれ ば 負 
で あぁ ある こと が 多く , 鉄 関 石 で あれ ば 正 と な る 。 併 し 3 成分 の 各 と , LOR 
に 角 関 石 一 納 状 鉄 鉱 を 更に 細分 し 得る 様 な 関係 を 見 出し 得 な い の で ある か 
ら , ere Alc eR HO FeO 示 他 の 三成 分 に 比 し 少 い と き に 前 者 が , 
叉 多い 時 に 後者 が 生成 する こと を 意味 し , 後者 で は 一 般 に 壮 鉄 鉄 源 と 思 は 
HACKRBKO ROS + %SZCHE5, ML CHA Cts FeO の 量 ボ が 
少 い た め に 三成 分 間 の 関係 に た 応じ, 之 が 強調 され た 各種 の 角 関 石 を 生ずる 
に 反し , 後 例 で は FeO が 過剰 に ある 次 に 三成 分 の 関係 が 不明 上 剛 に な り 鉄 
関大 の なみ を 生ずる こと を 指摘 し 得る 。 故 に 角 関 石 は FeO の 多い 方 か ら 少 
く な る に つれ て , 鉄 隊 石 より カミ ング トン 角 関 石 を 経て 陽 起 石 ), ペア ガス 
右 等 へ 変化 する 経路 を 辿る べき で ある 。 伺 し 中 間 的 角 関 石 は 碁 だ 少く , Z 
は 初生 の 堆積 環境 が 主 に 酸化 的 で あつ た か , REX NIPSTHCH OT, 
中 間 性 の も の が 稀 で ある こと を 示す 様 で ある 。 
ユウ ッ リ サイ ト , PRM G—2Y 04 pC FeO が 異常 に 
TECH So PRAAGRRO CY FeO OW MRBAwS LW. Vit BMH Bi 
FeO が 増加 し た こと > , AGGIES NTC RESELL O> ある の を 認め 
られ る の と 両 有 要素 に 原因 し て いる と 思 は れる 。 丁 し て 化学 的 に は 交 石 一 貫 
状 鉄 伏 相 よ り 高 い 変 成 相 で は Fev > Fe の 選 元 作用 が ある と 共に , FeO 
が 次 第 に 圭 酸 塩 中 に 加 は り , 結局 Bowen-Schairer®?) の 未 し た 様 な FeSiO』 
~MgSiOs-CaSiOg 三成 分 間 の FeSiO。 頂点 に 近い 成分 の 園 相 間 の 平衡 関係 
に 近く 成る こと を 示し て いる 。 こ の 場合 に 前 述 の 様 に 結果 的 に 見 て , そ の 高 
避 半 築 関係 の 成立 に は , 既存 球 酸 慮 中 の MgO, CaO 等 に 依る 一 種 の 溶剤 
的 作用 と granitization に 伴う 揮発 成分 HEL, TV DY, 時 に 球 酸 の 供 


1) REP TLED. 満 洲 産 低 秦 成 度 編 状 鉄 鉄 の 付 物 成分 , ERE, 1950. 
2) Bowen, N .L.: “Ferrosilite” 


as a natural mineral. Amer. Jour. sci. 
30, 486, 1935. 
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Be の 如き 変化 が 起 る の を 観察 され る 。 上 E20 (1), (2) Gide Fev oH 
元 と FeO OFkRie~ OMAR, (3) Gtx Al,O3, SO3, SED rr 
供給 が , BL (4) は て アル » リ の 供給 が 着 え られ る 。 = 


ans 3 : 
2 FeAsS-CoAsS 2 oO 4 RICO 
Ss 北 | 一 (Jun-ichi Kitahara)* ~ 
- S 3% : oe Pte a 


| —_eAsS-CoAsS 系 の 鉱物 に 関し て 立見 辰雄 が 論述 し た こと が あぁ るり 。 
) = 硫 硫 鉄 鉄 (FeAsS) は 八方 品 系 に 属す る も の と され て いた が , MA 
有 カ 至 三 倖 品 系 に 属す る も の で ある こと が 判明 し て い a pRB oe te 
Phe お ける S。 が AsS 12% SROARKRO AME D>ーP。 a, 2 より oi : 


- [ Dew m 

a Rak ZEN Cor~Boyjal F So i Amey 8 個 の FeAsS The . 

AFB. Fe の 一 部 は Co cHMAN = + KOLO RON LO で 
CS —= i pees » (Danite) } 23 > Tawa ees ee 


Co 1 6 

be (04s | DS OEE, i ite 
mR ESN THORAM, HAA BREAK に 属す る も の と 見 られ て いこ ho 
る 。 田中 信行 の 研究 に よ る 奈良 県 葛川 鉄山 産 の グロ オ コ ド ト ? A 


SACO 0 ; A ee 5 


+ (Glaucodot) ((Co, Fe)AsS) は 


a =47 Cb%So ‘ Ue rege 
2 p ; 4 ee 
fa SV } Bk(Cobaltite) (CoAsS) (xSP ROG AHEAD AEE 
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6 ‘Be x 

T-23 Ch So ZAR LRM CoS,OT,—-P 名 より CoSg の 5 の 位 
BE ASS CHD SLOMAN HO TPs FS. Mihara ORISA 
(MEIC A GEESE, Ma} HICH YS Co の 一 部 は 通常 Fe で 置 7 
換 さ れる か ら , 普 通 (Co,Fe) AS な る 化学 式 で 示さ れる 。Fe の 含量 10% 


ia, Es PILLAI LH as j Ve eee cee 
1) sc: HHA, 53, 11~18, 1947. Pee 
Se 2) FE IS4T Fb, 64, 602~607, 1943. agrees 
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分 範囲 に 属す る か ら , TTI E A) RUMBA bE ORULBRAM 
範 凍 に は 同質 異 像 に 属す る と こる の ある の は 明 で ある 。 渡 辺 高 次 郎 の 研究 
に よる 岩手 県 千代 ヶ 原 鉄山 産 の 鉄 輝 コバ ルト 鉄 (Ferrian Cobaltite) り は 


GUARD). 化学 成分 (筆者 の 分 析 に よる ) xy Lo cm 
Co 


る こと が 判る 。 MS7 TFA ARVANA MES CLO BEO= 
a ~ POR RAM Deo THARGE RTC LERT VOTH 
Bo CORREO AMI DIB OCH LO-MOWM DOTA 
BIMGE Int LI OWKIRD BMC H Bo 


y, it Ce ay ee 
ie SFRMABUEERRS 岩手 県 程 貫 郡 湯口 科 を 調 
| | 査 中 の 地理 学 教 記 富田 芳郎 教授 は 同村 志 戸 平 温 泉 東方 の 松倉 


山 に ある 松倉 鉄山 か ら , EELS thn ¢ BIRO AIAN BE 
生 し な 無色 肖 明 の 美しい 毛 状 結晶 を 採集 し , この 標本 を 筆者 
| AMES io LHe MARITIME LEDS, MEO 

長き 1~2mm, 直径 0.01~0.lmmt, 図 の 様 な 形 を 呈し , 
| MRR NDo RL IVP CMMPES EL, 伸長 性 は 
| TEC, AYRE CWE L PRIS @= 1.544, €=1.554 
| で , BRET Do MAGA CL, 古く 南部 薄 以 前 か ら 既 に 
See PUL ESSE CHOTC, 現在 で も ユ ~2mm 大 の 
人 金 が 認め られ , AE AGRE CET CH AG CAR 


| 
| 


| 8 WH Ba 

ペトロ ケミ カル (石油 化学 工業 線 説 ) 雨宮 登 三 著 AA AIRUKMIAE 
原料 と する 化学 工業 全 融 に 関す る 縮 説 書 で あつ て , 第 1 BACK CAE EO 
念 を 簡明 に まとめ , KECK S 30 BO RRL ON, 多数 の 原料 及び 鑑 品 を 分 
類 じ , PARR EH TOA 第 2 PROG, 基本 工程 と な る 康 化 水 素 ヲ ヨン 
Pr Ay ERED TRAIL, 特に 新しい 技術 等 に 関し て 述べ て いる 。 第 3 
六 に 於 て は 石油 化学 原料 の 加工 に 関す る 叙述 を し , 詳細 な 説明 が な され て いる 。 第 4 
PIS REVA PE, 将来 性 に つい て 米国 に 於 ける 原料 政策 委員 会 の 赤 告 書 の 要 貢 と その 実 


=a 
HGR & & HAL TH So AK 330 頁 。 CESERISERESRARAL, 東京 , 昭和 28 年 


10 AM, 600 円 ) (RSE 


eS Boe 3 oes = 


1) YEURE : Bak, 92, 271~286, 1943. 
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7540, Na,SO,-K,SO, RU -Li, 
SO,,-(NH,),SO, © ga BARR 
Hilmy, M. E. 


NapSO4-K2SO, [AC [RYATKOBSR AS 


ある か どう か 古く か ら 論争 され て きた 。 


Aphthitalite は この 系 に 属し , 従来 3 
K2SO4-Na2SO』 の 化学 式 で あぁ あらわさ れ 
た 鉄 物 で あつ て , これ が 上 の 系 の BAA 
で ある か 複 塩 で ある か 明らか で な か つ 
fio HEHE Na2SO4, K,SO, を 種々 の 
割合 で 混合 し , 一 つ は 眉 融 体 か ふら , 一 つ は 
TRAD RKC HEE 作 つ て , 
X 線 的 方 法 お よび 化学 分 析 に よ つ て その 
組成 と 構造 を し ら ベ べた 。 その 結果 , JA Bat 
点 近 いい 高温 で は 両者 は 完全 な 固 浴 体 を 形 
RL, 70°" 附 近 で は 1K:1Na—5K:1Na 
ERG, 常温 で は 3K :1Na の 成分 の 点 で 
の み 固 容体 を つく る こと が 判明 し た 。 

叉 LiNaSO4』 の 格子 恒 数 を 新 に 決定 し , 
これ と LiKkSO, と の 関係 を し らち ら べ た が , 
この 両者 は 異 つ た 構造 を も ち 固 深 体 は 形 
成 さ れ な い 。 K2SO4 と (NH4)2504 と 
は 完全 に 類 質 同 像 で 固溶体 を 形成 する が , 
NazSO, と (NH,)2SO, Elz 70° KK 
いて は 固溶体 を つく ら な い 。 (Am. Min., 
38, 118~135, 1953) [RAI 
7541, SLIYORB@R, 解 合 及び 合 
AE DHISE Curtis, C.E., Sowman, H.G. 
(1) ジル コン は 2800°F で ZrSiO4> 
Z1O02+SiOzg OMMAEE tad, それ 以上 の 温 
度 で は 八束 に 解 茸 の 速度 が 増し , 3200°F 
で 6 RENT DL SEAICMAT Do I 
Bc LOCAS AMAL, lic mono- 


“clinicD ZrO, と 無 定形 の SiO2, ZrO2 及 


び glass で ある 。 


@ 


2) MYER ForLD Vay & 230002 
800°F に 保つ と , HRMS LO CAB ee 
ZrO。 と SiO, は 再び 結合 する 。 最 滴 温 
度 は 2600~2800°F で あり, 解 合 に よ 
OTERT AYO, OCNay,. cristo- 
balite RU ZrO, (HC monoclinic) 
で ある 。 

3) ZrO, & SiO。 か らら ジルコン BFE 
成す る こと が で きる 。 即ち ZrO. RUG 
英 , cristobalite, tridymite 或 は fused 
silica を 当量 に 混合 し 2300~2800°F に 
8 時 間 加 熱 す る こと に より , ジル コン の |! 
生成 する こと を 確 め た a  & 

4) DLEODPREICBRGRL, ZrOz-SiO, — 
AROIRGER ZARA L720 ZrSiOg 1£2800° 
F で 分 解 し , SiOs, ZrO, と の 問 に は 固 


_ 溶 体 の 関係 は 存在 し な いで , eutectic の 


関係 に ある 。 共 融点 は 3050°F, その 成 
分 は ZrO053% の と ころ で あぁ る 6 (Jour. 
Soc., 36, 190~198, 
RA 
7542, {123288 POM Sande- 
rit, Leonhardtit, AllenitkhyHexa- 
hydrit Berdesinski, W. 
下記 の 4 FEO MgSO, 7k png & Ma Ig 


Am. Ceram. 
1953) 


AUC LIL reo SOFA RACH Z. 


anorg. Chem., 265, 1951 誌上 に 発表 し 
Ro CNEO(LAMILRRSE CLRe 知 
られ て いる も の で ある が , 天然 に 新しく 
産 し た 録 物 と し て , "夫々 次 の よう な 鉱物 
名 を あたえ る 。 1) MgSO4.2H20—San- ° 
derit. Gefugekund の 創立 者 と る 言 : ベ 
き , オー スト リヤ の 鉱物 学者 B. Sander 
民 に 因 す s。2) MgSO,:4H,O—Léonhar- 
dtit. これ 等 の 仮 物 の 最初 の 研究 者 で あ 
A, YAY ORS J. Leonhardt & 
Vc Rts, 3) MgSO,-5H,0O—Allenit. 7 


抄 54 GU DK YS 


ZYVAO(IBS E. J. Allen KicWis, 
4) MgSO4:6H,O—Hexahydrit. ”7k 


化物 を 意味 する 。 (Neus Jahrb. Min. 
Monatsh., 28~29, 1952) (RAID 


7543, Ty cheralite Bowie, S. 
ule eli Horne, ES 
南部 イン ド Tranvanco 州 の ペグ マタ 
イト か ら 立 通 の モナ ズ 石 と 共に , Th, U, 
Ca に 特に 富む モナ ズ 石 の 変種 を 産 す る 。 
化学 的 , 交 線 的 研究 の 結果 , モナ ズ 石 族 
OMRDMELC この 地方 の 古 名 “che- 
ra,, に 因 ん で cheralite と 名 づけ る 。 こ 
の 人 文物 は 線 色 で ; 硬度 5, He 5.3, mihi 
7 R= 80 = S10 
2V =18°, 結 品 面 は 明らか で な い 。 化学 
分 析 の 結果 , CaO ( 約 69。) ThO2(30% ), 
Uz0, (5%) Beis 2M Ca, Th Birk 
CePO, の Ce 4 iBMLKbOLBAS 
れる 。 Monazite (4CePO,) の Ce を 最 
大 限 Ca, Th CieHaL ve 2CaTh (PO4』)2 
を , Ths (PO4)4-4H2,0 及び Cas(PO4)2 
と か ら 谷 成 し た 。 この 2 CaTh (PO4)2, 
monazite 4 CePO, 及び cheralite (Y, 
Ce, Th, Ca, SNO Bye hut- 
- tonite 4ThSiO, は 結 品 構造 が 類似 し 同 
形 で ある 。 HB cheralite は 成分 的 に 
huttonite 分 子 を 少量 和信 $2CaTh(PO4)。 
と 4CePO』 の 中 間 に 位 する も の で ある 。 
(Min. Mag.,30, 93~99, 1953) [長谷 川 ) 
7544, アン チ モ ン の 酸化 物 及 び ア ンチ 
CYBER OMDB Mason, B., 
Vitaliano, C. J. 
従来 知ら れ て いる Sb OYA GAR 
成 物 で ある 吹 化 物 及 び ア ンチ モン PSE DK 


物 を 化学 的 , X 線 的 に 取扱 っ て 一 応 之 等 - 


を 系 統 づ けた 。 
(cubic), valentinite (rhombic) 以外 で 
は , 次 の 二 系 列 に まとめ る こと が で きる 。 

1) 等 軸 品 率 に 属し , pyrochlore の 構造 を 
も つも の … stibiconite (Sb3,Ca),, Sb 


Senarmontite Sb.O; 


(O, OH, H,0)g-7, bindheimite Pb, 
Sbo-, (O, OH, H20)g-7, stefeldtite 
Agy Sb-y (O, OH, H2O)¢-7, partzite 
Cuy Sb2-,(O30H,H20)¢-7,2) 正方 語系 
に 属し trirutile 構造 を も つも る も の. 
tripuphyite Fe;-, Sb,-, (O, OH4), 
hystromite Mg,-, Sbz-, (O, OH)go 
(Min.Mag.,30,100~112,1953)「 長 谷川 〕 
7545, Bayern 地方 , Hagendorf- 
Pleystein OBR?S—GR—-BANF 
"タイ トド Strunz, H. 


ZC OWAZH ARE, FRCS, ABIES 


BV CREA L 722A 7E hele 由来 する 
多く の ペ ゲ マタ イト と アプ ライ ト 脈 が あ 
る 。 南 , 北 Hagendorf 及び Pleystein 
の ペグ ゲ ダマ タイ ト 中 に は 黄 鉄 鉱 , HEAKSYSK, 
PSS OBESE SIs iZa, 多く 

OBS Lv hi & MEE L TUS 。 

ペグ ゲ グマ タイ ト は 直径 50~100m OZ} 
ツク 状 又 は 層状 で , 一 般 に 周辺 部 は 長石 
EA, 中 心 部 に 塊状 の 石英 が ある 。 ih 
酸 塩 は 右 英 中 又は 石英 と 長石 と の 境界 部 
分 に 特に 集中 し て いる 。 焼 酸 塩 鉄 物 は 初 
生 的 な も の と し て は 次 灰 石 類 , Triphylin 
Li (Fe, Mn)PO4 類 , Triplit (Fe,Mn) ぅ 5 
FPO 4k, Rockbridgeit Fe…Fe…4( 〇 H)5 
(POs) sMEOT REO Se Sis Be 
之 等 か ら 二 次 的 に 生成 され た ASE 
と し て Hureaulith MnsH。 (PO4)4-4He 
O 類 , Ludlamit, Vivianit, Strengit, 

Phosphoferrit (Fe,Mn)s(PO4)2-3H。0,; 
Phosphophyllit (Mn,Fe,Zn)s (PO4)2: 


4H20, Scholzit CasZn [(OH) PO42: 


H,O, Hopeit Znz (PO,)) - 4H,0 
Fairfieldit CagMn(PO,)- 2H» O21 258 
DE DRBFENTOZ Ld こ 
NED —O—DIZOW CORR LW 鉄 物 学 
的 記載 は な され て いな い 。 (Neues 
Jahrb. Min Abh., 84, 77~92, 1952) 


LRANI 


抄 


ro RRS to foe 


3 ~ 7546, 379%) huntite, Mg;Ca COs), 


WR eh PAY et eat are + 


EA Noy a ial 
| 


Faust, G.T. 
Nevada | Currant Creek Oss 
鉄 中 の 苦 灰 石 の 分 布 を 研究 中 , 1943 年 


に , 他 の 如何 な る Mg, Ca O eles oh iy 
と も 異 る 性 質 の も の が 見 出さ れ , COB 
の 研究 に よ つ て 新 鉱物 で ある こと が わか 

Co AMMA =MO RBIS RU BE 
LRP OZR AG BRE 7 OC HET 
る 。 こ れ は 原 岩 中 の Mg FoR 
し た 地下 水 か ら , 微細 な 粉末 と し て Ue 
生成 し た も の で ある ろ る 。 電子 題 徴 錯 に よる 
と 1kkg 程度 の 微小 な 結 品 の 集合 で ある 。 
は 2 6696 ミネ ラテ イド に よ 
つて 毅 光 は 示さ な い 。 べ X 線 粉末 写真 か ら , 
府 方 品 系 に 属し , その 格子 恒 数 は a@o= 
5.66A, by=9.02A, co=8.51A, a:0:c 
=0.6278 : 1 : 0.9439, Z=2 で ある こと 


「】 が わか つた 。 未 差 熱 分 析 で は , 644°C と 


901°C で 分 解す る こと を 示す 。 化学 分 本 
の 結果 , AGL |x 3 MgCOs・CaCOs X 
は MgsCa(COz)4 で あら わ さ れ る を 。 Bi 
需 は Hunt, W. F. ic RAT hun- 
tite - OS た (Am. Min., 38, 
4~25, 1953) [横山 〕 


ーー シン ーー ンー 
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7547, Rheomorphic breccias 
Goodspeed, G. E. 

火 成 角 際 岩 は その 成因 か ら 便宜 上 次 の 
三 つ に 分 けら れる 。 (1)igneous plutonic 
breccia, (2) replacement breccia (3) 
rheomorphic breccia,(1)(x4ED BEA, 
結 品 作用 及び 反応 に 起因 する も の 。(2) は 
花 油 岩 化 作用 の 中 間 の 段階 に 放 ける も の 。 
(3) <¢ ZE RAIL EC BRL CAEL 
た も の で ある が , HRMMEAT ORT 
(2) と 異 る 。 そ の 三 者 の 岩石 学 的 特徴 を 比 
較 す る と 次 の 如く で ある 。 


A: Hagen は (1) で は ー 戦 に jee 
CEROUNITMORIGR EAT (2) - 


CASHES FRE RO 奇妙 な 形 を 
示す 。 (3) で は 新 岩 此 (neomagma) の 運 


動 に 遡 ら わな い 単 純 な 形 の 角 際 状 乃 至 円 


Heke BT Bo 

2. (1) で は fragment (x#AEOwENIZ 
まっ て 挫 乱 され て いる が (2) WH TAZ 
を 受け て いな い 。(3) で は ME の 大 きい 
流れ に よ ょ つて 引き づら れ て いる 。 

Sie 1) 
成 作 用 が fragment (2Hi2CHA (2) 
ClLhEX MDELHED feldspathization が 
普通 で ある 。 (3 で は 多数 の fragment tk 
(2) に 似る が 或 る る も の は 後 の 交 代 作 用 の 
証 括 を 示し て いる 5 

4. (1) で は matrix 中 の 大 結晶 は 一 fe 
es RN ae (2) 


で は matrix (x WLAUAY 7% AEE eB LIZ 


Vx debaIR ORES, sieve structure, 微小 
ZEB NOBEL. k DURSEO Be 
持ち 種々 の 発達 段階 を 示す 。(3) で は 
matrix 中 の 大 き な 結 晶 の 或 る も の は 早 
HO APE AIM Lied Me AT 様 で あ 
BM, (ho eA K RA HEGE fe] 様 で 
% Do 
5. matrix の 流 状 構造 は (1) で は 普通 
に 見 られ る 。 (2) で は 全然 存在 せ ず 。 (3) 
で は 一 般 に 存在 する 。 
6. fragment に 接し た 部 分 は (1) で は 
冷 帯 叉 は 細 粒 の 境 を 有 し ' CZ 
ae 見 られ ず (3) CAL V0 
7. (1) で は matrix (eH kK 
DLE ATL FE AVC IAD 9 ALD RE 
Do (2) CPM dS RRO 
talloblastic texture を 示す 。 (3) で は 
matrix 中 に 早期 形成 の crystallobla- 
stic texture 27i—fiXICHIe CHA 
8. (1) で は matrix は 再編 成 の Ais 
鉄 物 を も 有する が 主として 高温 欠 物 より 


で は 選択 的 , FAN 乃至 再度 の 変 - 


crys- = 


SR ED ater ar 
A kn ie: . a, 


~ $956 


Oe Rn DER & BS 


な る 。 (2) CHC RCO RD 
が matrix 中 に 題 装 で ある 。 (3) "で は 
OD SKA RIALS (2) と 同様 で ある 。 
KBE OPE E BT る 鉱物 が 存在 する 時 
は 明らか に 成因 的 に 後 の す ひので ある 。 
(Amer. Jour, Sci, 251, 453 ~469,) 
' 1953) CHAD 
7538, 南西 Uganda 及び Bergian 
Congo HORA, DBEA, BSA 
Sahama, Th.G. 
— 新 期 火 山 岩 4 ORD 6 Aa, BA, 

BONG GANRA) & 重 液 法 に よ つ て 取 
り 出 し , 分 析 結 果 及び 池 学 的 性 質 に つい 
て 述べ て いる 。 © 

C.9956 (x88 €=1.539, w=1.543, 
Na:K=57.4 : 42.6 CSO CHO Mn 
里 に 富み , ARG 2=1.510, Na,O 0.98 
%, K20 19.44%, で 比較 的 苗 達 の 量 が 
多い 。 

(291 ぜ は "mikenite +X は れろ る の 
で , ARR 2=1.509 昔 達 が 非常 に 少 い 。 

C.5549, C. 5550 (ae n=1.511, 
BG e = 1.542~1.543, w= 1.548, C.5549 
ORB Na,O 13.23%, KO; 8.78%, 
C.5550 DARA Na2O 0.60%, KO; 
18.50% CAMA mom C.2912 に 
一 致し て いる 。 有 又 C.5550 OW HEAT 
@=1.695, 8=1.70F, y=1.721, 2V,= 
6042°, cA y=46° で +7 TRAIT 
ati CHA 以上 は 南西 Uganda & 
OU Bergian Congo 産 火 山 岩 の 鉱物 学 的 
研究 の - 端 で ある つて, ZAVE OD Blas & RE 
論 す る こと は 困難 で あぁ る と 述べ , 今後 の 
研究 を 期待 し て いる 。 (Am. Jour. Sci., 


Bowen Volume II, 457~470; 1952) 


RA 
7549, MARR OR Bap 


八木 健三 
COMADT VAY EX 第 三 紀 を 費 く 
岩 床 , BRE, RO PERE AL 鮮新 世 と 


BREN Do KBDE HD SLES | 


より モン ど = 岩 , RRAGAILEL THHO 
小岩 係 以 外 は 周縁 は 灯 粒 玄武 岩 で 中 心 は 
モン ゾ ニ = 岩 又 は 項 長 岩 , 又は その 両方 な 
ら な つて いる 。 後者 は 叉 前 者 中 に ARI 
な 脈 状 叉 は 流 塊 と し て 昭 瞭 な 境 を な し て 
産 し て いる 。 こ の 様 な 分 化 は 全く 見 事 で 
ある 。 接触 部 の 影響 は 弱い 。 ERDMM 
WANE TI-Y7V—2, BABE, 


MAA. TI v RUT NV DEER, FOV 


VARIG, TY vB, 方 沸 石 及び 鉄 鉄 で 
ある 。 長 右 は 曹 灰 長石 より 灰 草 長石 に 進化 
し , 最 末期 に アノ ー ソ マク レー ス :. と 役 ペ ルト 
AGES Do CONIA Or 分 子 の 
富 化 の 方 向 を と つて いる 。 HALES 


Yo Ppicd BCAA AM B-F 9 Vv 


BiA- Y — 2S = Y VBR 
VA ORL IOAR FI 72 FBI 28 — 
ヶ ケ ビ 角 関 右 … ケ ルー スト 角 関 石 … ヘ へ ヘス チン 
TWA 
な し て いる が 連続 か 不 連 続か は 不明 で あ 
So 雲母 は 畑 粒 玄武 岩 に 豊富 で ある が 内 


長石 は 非常 に 少 い 。 方 沸 石 は すべ て に 豊 。 


富 で 明らか に 末期 の 熱 水 深 液 に 依る 。 Ab 


学 的 に は それ ら は 46 へ 61% の SiO。 念 _ 


量 で . アル カリ ー 石 灰 指 炒 は 50.0 CT 
ルカ リ 系 列 に 属す る 。 母 岩 此 は 中 位 の ア 
VD VEO BE AUTRE CHA L 推定 
SNDo CHAMBLEE BVEARE EL 
CHL EPEC kUBR XNZBOLE 
BALM Do 揮発 成分 も 上 唱 出 作用 の 間 ( 特 
に 末期 ) に 重要 な 役割 を 果して いる 。 こ の 
地方 の 岩石 に は 上 唱 出 作用 の 過程 に スケ ル 


ガ - ド の 如き 鉄 の 極端 な 管 化 が 無 か つ た 。 - 


GAL LT VA VERO IND Bb 
する か は Edwards OR 3. BEAK 
の 形 だ け で な さく , RBHORDYD 影響 す 


る も の と 思わ れる 。 そ の HMA, Ye 


動 の 時 代 及 び 岩 石 学 的 性 質 は この 地方 が 


新生 代 環 日 本 海 ア ルカ リ 着 石 区 の ACR 


… ア ル ベ ド 角 関 石 の 反応 系 列 を - 


men 


ve 


oy 


ee ke ee 


(ie Rp hee i, a Rae Be ve mee 


OWE HOABEML TD — (Bull. 
Geol. Soc. Am. 64, 769~809, 1953) 
7 (ee) 


7550, Bingham [<#IF STERIL 


fEBRUSAKS HER Stringham, B. 
Utah ji Bingham MGKZUgMmgepRvc ir 
WAzAI Pennsylvanian OFFS, 7 
Ke, 白雲 岩 か ら 成 る 。 そ の 内 部 に 花山 
岩 , 陽 起 大 医長 岩 ) CERES (37h 
PEE RBS BIE FY 4} BAS 形成 せ 
られ た 。 HORAN als 7c oS 
RRBER EET 4} Balk 岩 柴 起源 で 
ある 。 thie RB ADR Als TE hale 
作用 に より 生成 し た 事 を 示す 事実 が ある 。 
(1) 76h MRE EER BOD FE EE 
(2) 8. RSAC TE Bas O AEB ICSU RA 


UE SEBORAMEARS 5. 化学 的 , 


構造 的 成分 的 及 そ の 他 の 証拠 が 挙 げ ら 
れる 。 ERAILPER KIER DBAS 
Zo (1) 深 所 か ら の 熱 水 或 は ガス に よる 
HOPED TE RELVES (2) 岩 柴 作用 に 結 
AS AIEEE. (1) OM SHAS 
D NEE ECE OS LOBE IA 
融 が お こり , MLwSsHe LT LHTS 
と 考え られ る 。 し か し 両者 の 花 答 岩 化 作 
用 の 価 れ が 妥当 か は 決め る 根拠 は な い 。 

GEE OUCTE PES AYR O PEK KK 
SRE OAR BIS 7 の 時 期 に 豆 り 行 は 
れ た 。 最初 の 2 時 期 を 除い て , ARIS A 
PESUNZ BZA bN Bo ROTO 時 期 
VEEN 7: OBER IZ RO CT IE 
Do HNIXMOMNE CHS TL カオ リン 
及 illite の 形成 II PAPER AS: 
妨 の 広い 発達 III MVEA RB RAE 
が 隈 あれ な た 地域 に 生成 され た 。 I!V 石 英 及 
BSED LAIC BY AK SN Po V 石英 
が 変質 を 伴 は な いで fissure 中 に HBL 
eo VI BULMOULI VU MEER ア 
ロフ ラニ テ エン 右 が fissure 中 に 発達 し た 。 fA 
地質 図 が ある 。 (Bull. Geol, Soc. Am., 


Shek ly Re ee 
a | a rae ad 
4 . oF fis 
, ‘ RN 259 ote 
a ae p87 


lo 


64, 945.992, 1953) 


eee 


SERRE 


7551, ROBIE Kennedy, 
CC ae 

JE 2 HEIR OAR & 7 F ER (石英 ) の 
熱 水 中 に 於 ける 溶解 度 を 知る ご と は BAK 


の 物理 化学 的 な 性 質 , SE ICIAN BBB 


唆 の 形 及 びそ の 溢 搬 方 法 等 鉱脈 生成 の 機 
構 を 研究 する 上 重要 な こと で ある 3s 著者 
は この 目的 の た め に 球 吹 の 熱 水溶 解 DFE 
験 を 試み て いる 。 こ の 方 法 は 先ず CEL 
PeMbeers Bask > ~ OK (0.5mm, KX 
数 cm) を 容量 15cc OAKEHT (Ni 15, 

Cr 28 を 含む 合金 ) Hf bomb 中 に 水 
と 共に 入れ , これ を 電気 炉 内 で 所 定 の 温 
度 及 び 圧 力 に 24~48 時 間 加 熱し , その 
BORE 7 AROWE db HIRO 溶解 
度 を 決定 する や り 方 で , これ に よれ ば 300 
BED ERO UAE DYAARBE 200°C 
以下 で は 極め て 低い (0.01% 以下 ) 値 を 
RIB, その 温度 以 上 に な れ ば この WIR 


度 値 は 稚 に 増加 し , 水 の 臨 界 温 虚 に 近い 


360°C 附近 で 0.2% の 最大 値 と な り , 

それ 以上 の 温 庶 で は 逆 に 減少 する 傾向 
が ある 。 この こと は 水 及 び 水 蒸気 の 比 容 
fill HO 分 の 密度 と 密接 な 関係 が あ 
り , 水 の 了 臨界 温度 以上 の TBE CRNA 
BED WSF ZOLIKAO WARAE 増 
FL CHEW & BUIST DAKAADO 密度 が 
We RRMEBALNDSo 温度 一 比 容 
積 の 関係 を 知る た め に 著者 は 束 に 一 図表 
を か きま ‘ぱげ て いる 。 こ れ に よれ ば 300 XR 
圧 以下 の も の は 臨界 温度 以上 で 不 連 続 的 
に 衝 に 上 昇 す る 比 容 を 示す が , その BE 
は 蒸気 圧 の 大 な る ほど 小 で , 1000 気圧 
と も な れ ば , その 変化 も 略 々 直線 的 で; 

臨界 温度 以下 の 水 の 状 態 の も の と MRE 
続 す る 傾向 を 示し , 液 及び 瓦 其 の 両 相 間 


"江藤 ) 


¥ 


4558 ATR Bh RAO 6 


= : = mA = 


Se Oe Ky ce 
に 比 容 積 怒 も 水分 濃度 の 著しい 変化 は みみ 
られ な い s この 事実 か ら 鉱 床 の 生 成 され 


、 る 程度 の 深き で は 液 相 及 び 瓦 勘 相 共 略 々 


同様 な 水分 濃度 を 有 し , 球 酸 の 溶解 度 に 
OVC b MI CB LW BER 1k 7 ¢ IER 
同様 な 値 を 呈す る と 云え よう 。 (Econ. 
Geol., 39, 25~31, 1944) (7 
7552, EOF hEIN—LBH ORE 
éMB(ER Amin, M.S. 

テ エギ デ プ ト 東部 紅海 に 面 す る Barramia 
及び Umm Salatit 附近 の クロ ョ ロー ム 鉄 信 
BLERIZ OW COPSECH So この 鉱床 は 
当地 方 に 発達 する 蛇 紋 岩 及 び SHEVA 
化し た 滑石 一 酸 塩 鉱 物 よ りな る 岩石 中 
に 肥 胎 し , その 産 状 は レン ズ 状 , AAT 
及び 鉱 染 状 を 呈し , & 200 CAMO DR 
中 12 ヶ の 人 鉱床 が 分 布 し て いる 。 EOI 
ち レ ンズ 状 を BT d OVA BRE BRE 
岩 中 , 例え は ば 長 さ 14m, 市 9m, x 7m 
(No. 1 SR) 大 の 鉱 体 よ りな り , Rie 
Bi, BEEBE OMA FER, SO PR 
HLH (3~7mm), 自 形 乃 至 半 自 形 , 紅 
TPrOtAAWO7 2a-LRVO 集合 より 
な る に 反し , その 辺 緑 部 及び 鉱 体 を Sly 
く 節理 の 近く で は 細 粒 , 黒色 不透明 で , 終 
A, BEAMSOMAIK EOC 交代 さ 
ACME, BASILE HO: PARE BL 
て いる 。 伝染 状 の も の は BRE RERCS 
又は 滑石 一 凌 苦 土 鉱 岩 中 1~smmAO fH 
Re BORER EMO 7 4 — 2. OKO 
PARC HY, 一 方 脈 状 の も の は 蛇 統 岩 
中 に 産 す る 1.5~3.0 mm AMO 角張っ 
た クロ ョ ー ム 鉄鉱 の 集合 で , BELO BH 
VE AIMEE CH Ao 

これ ら 鉱 右 の 化学 分 析 の 結果 , レン ズ 
Kak No. 1 鉱床 の 中 央 部 の も の は 
Alss Crag Feis (Mgo3 Fer), その 辺 縁 部 
の も の は Aly Creo Fess (Mggs Fejs), 
WV Y RG (No. 2 GEE) の 中 央 部 の 
も の は Al Crag Feir (Mggs Fez), 38 


na 


Fi -BELGCEMOV v Kot (No. 3 
RR) の も の は Als Crss Fess (Mgss 
Fei) の 成分 を 有 し 他 の 地域 の クロ ョ ー ム 
録 床 に 比 し , 1) RO 中 MgO が 多く 前 
4D 85~95Y, を 占め る 。2) CrzOs; Fey 
Os の 含有 率 が 高い 。 3) ALO; が 少な 
い 。4) R20s が RO を 超過 し て いる 等 
の 特性 を 有 有 し て 居り , また レン ズ Kerk 
の 中 央 部 か ら 和 辺 縁 部 に 行く に つれ て , a) 
Al20s 及び MgO の 人 衝 激 な る 減少 , b) Feo 
O; ODMR HAL FeO の 添加 等 の 論 


. 質 現 祭 が 認め られ る 。 この 作用 は 晩期 岩 


BEM OPKO BE ick AZSNOCHSo 上 
記 化学 成分 及び 録 物 成 分 上 か ら YOKE 
Hii Tae £0 RK ANDO 
で , VY ARREARS 7 2 —- LPR LR 
ABI OPM CRAMICEEH L272 O, Bk 
PROZNVURLE CHRBER DD A 
出し た も の , 他方 彡 状 クロ ョ ロー ム を 鉄鉱 は 岩 
ATE REWER OBR D 生成 され た 
も の と 考え られ る 。 (Econ. Geol., 43, 
133~153, 1948) (4x) 
7541, Butte #77 Wilbert 鏡山 の 福 
iS Ae ES OMY (EM Anderson,A.L. 

AGRE TO FO A RZREBO ABS 
AID EARS, Reb, 破砕 帯 
VOY 5 EAT EAGK ED RABAC, これ 
は 複雑 な 構造 に 支配 され て 不 規則 な 分 布 
を 示し , その 上 部 で は 背任 構造 項 部 の 破 
Wer PIN 4 PRE RU CABAL, 中 部 
で は 約 45° UORRASL ZETIA, 下 
Cid Asa LEA CHEB MIKE 
に 延び て いる 。 

早期 の 鉱 液 は 高温 性 で アル カリ , B+, 
TR? 24 ESN Sea, 加里 長石 , 石英 , 
CARL CHECKERS Rie 
し , BuO DYRIS ERE ME C SE 
BK, 苦 土 に 富み , ABSROREMY 
BRL Cita, ABA ELD? 
VO BeBe aE GLE BOS #E FEV SIRS EE 


Peay f= て 


\ 


eb 


oe eee 4959 


Ta a a I a a A TG A : 


> Ben vE, 石英 を 品 出 し , 次 に BD 
加里 成分 を 増し て 絹 桂 計 を 生成 し , BR 


き 鉄 , 硫黄 に 富ん で 鉱 液 が 上 昇 し , 最後 
\ASaOha teak LT SOL Bbns. z 
等 の 鉱 液 は Laramide 造山 作用 と 関係 
を も つ 第 三 紀 の 活動 に よる 岩 虐 か ら 導 か 
れ た も の と 老 え られ , Telethermal mgr 
床 と 推察 され る 。 (Econ. Geol., 42, 
368~383, 1947) CRAB 2) 


7554, Hallinger 鏡山 の 斑 岩 導入 体 
RSS RSA Allem CAC. 
Folinsbee, R. E. 

当 鍼 山 の 地質 は 前 カン プリ マヤ 紀 の Kee- 
watin 噴出 岩 類 と これ を 綿 ぬ く 石英 
MERUPRASBS VAY, 録 床 は 石英 


MARU Keewatin peerpictet ZB 


PRISBMEC, Millerton G Sep hic Pe 
な う 石 英 ・ 鉄 苦 灰 石 ・ 灰 重石 脈 群 と Pearl 
Lake 石英 斑 岩 に と も な うぅ 電気 石 * 石 英 
灰 重石 脈 群 と に 分 けら れる が , 人 後者 に は 
電気 石 ・ 焼 灰 石 を 含有 し , 前 者 より 高温 
の 鉱脈 と 考え られ る 。 灰 重 石 は 硫化 作用 
中 初期 の 産物 で , BEKAE FR, 一 部 電 
気 石 で 変 代 され , 後期 の 鉄 苦 灰 石 , BRB 
自然 金 等 で 貫 ね ぬか れ て いる 。 上 記 の 鈴 脈 
は 平行 脈 , 礎 行 脈 , S 型 召 傷 脈 等 の 形式 を と 
0, HOLDER MAAOUCRAM IS Hea 
PHARKOMR POI ABSRB Wo = 
POSBZIAKROBKUMMAAOLEL 連 
絡 し て いる 可能 性 を 示し , HOMME zt 
大 岩 体 と が 成因 的 に 密接 な 関係 ある こと 
を 暗示 し て いる 。 この 関係 は また BAH 
状 分 布 か ら も 云わ れる 。 即ち HMawko lA 
辺 に 自然 金 及び 灰 重 右 の 帯状 分 布 が み ら 
れ , 灰 重 右 は 玲 岩 体 の 内 部 及び その Behih 
部 に 於 て 優勢 で ある が , BEAK FES 
る に つれ て 灰 重石 は 減少 する 反面 , 含 金 
率 は 上 昇 し , 灰 重 石 : 自然 金 の 比率 を 増 
JMU TvsHo (Econ. Geols 39 340~ 
348, 1944) (4A) 


7555, Bolivia の Chicote タタ ング ダス 
Vik Ablfeld, F. 

この 地方 は Eodevonain に 属す る 砂 
質 頁 岩 及 び 砂 岩 を ELTSM, これ 等 を 
(EMBRRU 石英 モン ゾ ニ = HRB 
和信 し た 。 EO RNR & FR, EGE 
AROERAILIEB ATA DN SRR 
VV PVRKBAMREBGABIRLE HS マ 
ン ガ ン 鉄 重 右 脈 は 平均 で は Wem 位 の せ 
まい も の な が ら , そ の 中 に は 垂直 に 1,300 
米 に 及ぶ も の も ある 。 この マン デ ガン 鉄 重 
右 脈 は 大 別 す れ ば , その 走向 方 向 に 3 つ " 
に わけ られ る 。 COBMPORAIL マン 
ガン 鉄 重石 , BRB, WKB, 磁 硫 鉄 - 
Sh, Tashgk. DGS, BRAS, He 
Sh, BEACH So. これ 等 の 中 , 特に 
マン ガン 鉄 重石 と 磁 硫 鉄 鉄 は 密接 な 関係 
を 有 し , 前 者 は 後者 に 変 代 せら れる 。 = 
の 舗 脈 は 岩 具 に 直接 関係 する SUEPE AC 
よる も の で , 深 熱 水性 鍼 脈 で ある 。 GE 
脈 は マン ガン 鉄 重石 脈 と の 間 に 移 化す る 
如き 関係 な く 別 個 の も の で あり . BAL 
し て 石英 を も つて くる 単純 な 脈 で , HBR 
GEO PELE, 極め て 稀 に 板 状 結 醒 中 に マ 
ン ガ ン 鉄 重石 と を もつ て くる 。 ゥ これ 等 各 
脈 以外 に ;, Bolivia に お いて Llamperas 
と 呼ば れる 現世 代 生 成 の マン ガン 鉄 重石 
& Sto HGH So. (Econ. Geol., 40, 
394~407, 1945) [鈴木 ] 


7556, FPA] Wellman 油田 の 橋 
ry Anderson, K. C. 

Wellmann 油田 は テキ サス 州 Terry 
County の 中 南部 North Midland basin 
の 西部 に 位 す る 。 こ の 活 田 は 1950 年 5 
A ~ 6 月 に Anderson Prichard Oil 
Corporation に よる Bevers 1 号 井 ( 深 
fe 981 WR) CLO CHARAN 1952 年 


960° 


oN 


BA DR SS sb 


4 Abe Ci 2654, 約 144 万 バー レ 
ル の 産油 を みた 。 WHE Permian に 属 
する Wolfcamp 統 最 下位 の Wolfcamp 
! 石 灰 岩 中 に み ら れ る 。 その 厚 さ は 電気 検 
」 層 か ら る も 確か め ら れる よう に , Bevers 2 
BHC 551 oR, Scales 2 号 井 で は 
| 223 RERLCHSM, その 異 相 で ある 
石灰 質 頁 岩 , 頁岩 質 石 灰 岩 を も 含め て 夫 
々 673ER RU 679 ROGUES eA 

し て いる 。 その 下位 に は Pennsylvanian 
に 属す る Virgil ARABS 170~400 束 


の 厚 さ を 以 て 発達 する 。 BIER TANS | 


is と を は ご の Pennsylvanian 上 部 の 石灰 
岩 か ら 下 位 に は 何等 の 構造 的 起伏 は み ら 
れ な いで , これ に 反し て Wolfcamp 石 
灰 岩 より 新 期 の 堆積 層 に 起伏 を 認め る こ 
」 と で ある 。 以上 上 の こと か ら Wolfcamp 
石灰 岩 は 既に 1000~1500 ROPERS 
る も つた Pennsylvanian QED 6° 内 
外 の original dip を 基 毅 と し て 発達 し , 
且つ それ より 上 位 の 地層 え の 構造 的 た か 
まり を 反映 する も の は 直接 この initial 
dip 由来 し , Wolfcamp 石灰 岩 そ れ 
自身 は これ に 人 和 与 ら な いと #AENEFO 
石灰 岩礁 に お ける initial dip は 30? 4 
外 ま で も 考え られ て いる が , 当 油田 に 於 
ける 如く 6" 内 外 の 小角 慶 の 場合 に 於 い 
CHBIEAICATSZIOLIUSEOEMO 
5000 PRI} RSH SE CHE EEO ER 
を な し て いる こと で ある 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol, Geol.,, 37, 509~521, 


1953) [加藤 ] 
7557, ワイ オミ ング 附近 に 懇 血 する 
FAYF40VB8 Cobban, W. A., 
Reeside, J. B. 


DAA SY TMA AON 発達 す 
BSAIBYTAVRGLA ADS GEN 
YEA RV FH DESI), WE 
(Vaxa & IES Z) MUYEIKAASHI2000 7 
A-bERAD SRBC BL, フロ ン テ イ ャ 


OM 15 画 の ウッ イオ ミン グ , カン ペ ベーラ 
ンド ゃ ギヤ ツマ プ に 於 て は , 黒 訂 の 下部 は 
海 成 で な い 砂 岩 , Weis, 泥岩 と 火山 岩 及 
Ovi b PORK KRHA, BKE 
より な り , EAMSBRDA, lekKea, 頁岩 
L0%a0, REBT O 260 74 —F 
WER CWDS, 泥岩 , いく ら か の 石 
RE DREAD LD フロ ンマ テ 
AVERITT VET YY 時 代 の アス 
LY Be beer y 7. REY 
ァ ー ド 頁岩 で この 昧 層 は チュ ユー セロ ニア マン 
時 代 の も の で ある 。 特に この 累 層 に 関し 
て は 109 の 地層 に 区 分 し て Cumberland 
Gap に 於 ける 標 式 的 な 地層 に つい て 詳 
Mie BO mms BECK al tw 
Bo 更に ソイ オミ ング 南方 に 発 達する 
フロ ン テ イ マヤ マヤ 昧 必 を 中 心 と し て , ERO 
=29 57 REC COMMAS ERO 思 
載 を 行 ひ , BRI VAASYTFLEOM 
近 一 帯 に 於 て の フロ ョ ロン テイ ヤ 昧 層 と それ 
に 関係 ある 地層 の 岩 相 区 分 と , BR 区 分 
を 図示 し て いる 。 (Bull. Am. Assoc. 
Petrol. Geol., 36, 1913~1961, 1952) 
[阿部 〕 
7558, ペン シル ヴ ア ー= ニ イア と ニュ ユー 
ョ ー ク に 於 ける オリ スカ ニ イ 砂岩 中 の 天 
然 ガ ス の 地質 と 産出 天 熊 Finn, F. H. 
オォ オリス カニ イ 砂岩 (PRAY TAIT 
ン ) と オナ ンダ ガ 層 は ア ペ パラ キマ ヤン 盆地 
に 於 ける 天然 ガス の 重要 な 供給 源 で あな る 。 
ガス の 集積 は プー ル の 大 部 分 が 有利 な 
structural trapping に 原因 し て いる が 
stratigraphic trapping に よ ょ つて 生じ た 
ガス 集積 の 地域 で も アッ プ デ ィ ツ プ 方 向 
へ の 孔 隙 が 中 断 さ れ て いる た め , その 地 
域 は 良好 な が ダス プー ル と な り ウェ スト 立 
アァ アー デニ イア に 於 ける ガス の 全 埋 蔵 量 の 
半分 以上 に 達し て いる 。, オリ スカ ニ イ と 
APY メガ ガ が ペ プ ー ル に 僚 け 2 AHRE 
は 略 々 ユ 交 5 千 億 立方 2」ー ト に 達 す 
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る 。 最初 の ガス の 移動 が オリ スカ = イ 秒 
岩 に 集積 し た た め ア パラ キャ ヤン 盆地 の 一 
部 が 他 地 区 より 有利 と な つた 。 好適 な 
structural trapping が 砂岩 の 条件 を 持 
つて いた た め 一 層 ガ ス 集 積 に 効果 を 挙げ 
た よう で ある 。 北部 ペン ジル 交 テー ニ イ 


ア と 南部 ニュ ー ヨ ョ ー ク に 於 ける 生産 地区 


は 34 プー ル あ り 1930 年 以来 発展 し て 
いる 。 これ ら の プー ル は 題 装 な 人 奪 欠 線 に 
治 う て いる ドー ム と 衝 上 断層 に よ つ て 生 
じじ た structural trapping に 原因 し て 
いる 。 各 ガ ス 地 区 に つい て 詳細 の 記載 が 
あり 有 生 structure map を 附 し て ある 。 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 33, 
303~335, 1949) [田口 ] 
7559, DAF SYA MIC HIF SRO 
WKEBE EOHRC OWT 
Fant) sj... 

地質 学 的 条件 の 相 異 に よ つ て 原油 の 化 
学 前 組成 の 違う こと に ついては, CNG 
多く の 論説 が 発表 され 発展 し て 来 た 問題 
で ある が ,_ 筆者 は 地質 学 的 事実 か ら この 
問題 を 道 求 し ワイ オミ ング 州 の 原油 の 組 
成 と 層 序 と の 福元 的 関係 に つい て 興味 あ 
る 資料 を 与え て いる 。 ソイ オミ ング 州 の 
ROM RIAD TC 多種 に わた つて いる ろ る 
が 各地 層 か ら 産 する 原油 の 平均 組成 を 基 
NC の 基き な 2 レー 分 類する 
こと が 出来 る 。 即ち : 1) AKA, ALS 
双 び 工 海 性 の 頁岩 に は 硫黄 分 の 多い ガッ 
』 ン 分 の 少 い 苑 香 族 一 デフ テン 系 原油 を 
主 と し , 2) Rie eC KDA, A 
岩 の 評 層 の 発達 する 所 に は 硫黄 分 の 少 い 
BIVYROB RITA YAFITY 
系 原油 が 多く 見 られ , 地質 学 的 資料 か ら 
検討 し て 原油 の 組成 と 光 積 環境 の 間 に は 
上 明 ち か に 相 五 的 関係 が 認め ちら れる 。 更に 
DATLY TINH SRO BEBOP 
で る RIO A els Hh VEO HS 
異 に 関係 し て いる 。 一 例 を 示す と pennsy- 


p lvanian-permian の 地層 で は 東側 の 白雲 te 
REAM HET ZUNE HDD A 
岩 一 真 岩 相 の 油 よ り る も BERT ITY 


系 の 原油 が 多く 認め られ る 。 MW Frontier 


昧 層 の 中 で る も 砂岩 一 真 岩 の 発達 状態 に 関 


係 し 砂岩 一 真 岩 の 多い 地層 か ら の 原油 は 


パラ フイ ン 系 で 硫黄 分 が 少 い こと が 認め 


次 料 を 挙げ 地球 化学 的 立場 か ら も 考察 を 


加え 論 を す \ め て いる 。 (Bull. Am. 
Assoc. petrol. Geol., 37, 1837~1872, 


1953) [島田 
7560, イタ リー の 石 油 及 び ガ スズ 資源 
Reevse, oR 


ィ タ リー に 於 ける 石油 及び が ゲス え 盗 源 も 
大 規模 な る も の は な く , いづ れる も イタ リー 
半島 を 縦走 する 山脈 (Apennines) ORE 
に 発達 する 第 三 紀 及 び 中 世代 の 地層 に 内 
化 氷 素 の 地表 徴候 が 存 し て いる に 過ぎ な 
Wo 発見 され て 稼 行 し て いた 所 も ALAR 
び 中 央 イタ リー の 限ら れ な た 部 分 で 1925 
年 の 例 産 出 量 は 僅か に 100,000 metric 


tons 


の 地球 物理 学 的 構造 が 油 徴 附近 の 地域 に 


研究 され た が , 2:3 ONS wh BRB | 


され た に すぎ な い 。 第 二 次 世 界 大 戦 で 地 
BRIA KOT Po Basin が 発見 され , 
更に 現在 は 中 央 イタ リー, 北部 イタ リー 
や シシ リー 島 ま で 石油 及び ガス の 資源 と 
LURKS UCWAc 石油 及び ガス の 産 
出 可 能 地 域 を 筆者 は 次 の 如く 大 別 し , (A) 


Po Basin (B) Marche-Abruzzi coastal " 


plain (C) Lucanian Basin (D) Cam- 
pamian Basin 
(F) Four small basins on the west 
coast 特に Po Basin に 関し て 地質 , 開 
発 の 概略 を 略 述 し , WHORE ky x 
の 下部 の 地 体 構造 を 模式 断面 図 に て 示さ 
れ て いる 。 RM Po Basin OP RAO 
造 に 関し て も 図示 し , 名 油田 に 於 ける 発 


(E) Southern Sicily | 


に すぎ な い 。 CORAWRUTA. - 


ye! 


#62 


SRK WKEMAB 


PEK RE EEDATW Bo Marche-Abruzzi 
の 海 周 平原 に 関し て は 簡単 に 地質 層 序 関 


。 係 及び 岩 相 に 関し て ふれ て いる 。 更に 地 


~ 


FEB & PRORIR REC BAL CK RG VS 
述 し て あぁ る 。 (C) より (F) に 関し て る も 同 
様 な 記載 が な され て お り , 最後 に イタ リ 
ー で は 現在 100 BHO Bit 750 fir 
方 米 の が ガス が 産 し て いる 。 これ ら の 主要 
な 産出 を 示し て いる Po Basin は 第 三 
紀 上 部 と 第 四 紀 の 地層 に 用 胎 し , 2 つの 
深層 探査 と し て 1952 年 に , 油井 が Hb 
の 西部 に 試験 的 に HE Xn, Corregio, 


"Ravenna, Imola の 解 新 世 の 地層 より 


大 草 の ガ ス の 産出 を な て いる 。 ERA 
油 す る 地層 は Po Plain gas fields で 
4000 米 を こえ て いる 。 又 今 後 地 質 学 及 
び 地 球 物理 学 に よる 探査 に より 更に シシ 
リー 島 及 び イ イタリー 半島 の 総 て の 地域 の 
大 油 及び ガス の 産出 を 増加 する こと が 出 
OL GR S35 (Bull. Am. Assoc. 
Petrol. Geol., 37, 601~653, 1953) 
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7501, 皆 化 物 モ デル シス テム の 研究 
(II) CaF2-BeF2, MgF2-BeF2 及び 
LiF-MgF2 の 二 成 分 系 Counts, W.E., 
Roy, Re Osborn, EF 

SiO, と BeF。 は 構成 原子 の イオ ン 半 
FE, 分 極性 が 類似 し , 部 ベリ ル 酸 塩 を る も 
つて 球 酸 塩 系 を 模造 する こと は Gold- 
schmidt 以来 試み あぁ られ て きた 。 著者 等 は 
ZrO。-SiO。 OGMbMIEE LTO Cak,- 
Belly RE, TiO。=SiO。 の 模造 と し て の 
Mg『。-BeF。 系 を , MHI LiF-BeF。 
系 の 研究 を , 主 に 状態 図 の 完成 を oe 
UL CREEK OEE X 線 的 方 法 で 行 
た 。 CaF。-BeF。 系 の 状態 図 は RL 
SiO, 及び ThO。-SiO2 系 と 類似 し て お 


y, CaBeF, は ジル コン ZrSiO4 OHHb 
模造 に 相当 し , 両者 と も 分 解 料 融 を 行う 。 
Mg『F2-BeF。 問 に は 従来 固溶体 が 存在 す 
る も の と され て いた が MgFe 50~100% 


の 間 で は 固溶体 は 存在 せ すず, 95% Beko | 


の 所 で 共 融 体 を 生成 する 。 こ れ は TiO2- 
SiO。 系 に 極め て 類似 し そ O SS berg & 
考え られ る 。 LiF-MgF。 系 に 於 いて は 
MgF2 36% の 所 で 共 融 点 (735°) を 有 有 
する 固溶体 関係 に ある 。 
全て LiF, MgF。 (24st A (Jour. 
Am. Ceram. Soc.,36, 12~17, 1953) 

【 長 谷川 ] 
7562, 病 化 物 モ デル シス テム の 研究 
(III) NaF-BeF2 系 及び Nao BeF,& 
BeF。 の 多 形 Roy, D. M, Roy,R., 
Obsorn, E. F, 

第 2 報 に つづ いて の 第 3 報 は CaO- 
S102 系 の 弱 化 重 造 と し て の NaF-Be ド 。 
系 の 研究 で ある 。 こ の 系 の 全般 的 の こと 
は 第 1 報 に 述べ て ある 。( 同 計 33, 85~ 
90, 1950) 本 報 で は 特に Nag BeFy, 
Nap BeFs, BeF2 を 取扱 つて いる 。 Nak 
-BeF2。 MORREM LE CaO-SiO0g KOZ 
れ と 類似 し て いな い 点 は 液体 不 温和 区 域 
の 存在 し な いこ と Caz Si2zO7, Caz SiOs 
に 相当 する 区 域 の な いこ と で ある 。 生成 
する 結 品 は 両端 成分 の 他 Nae BeFy と 
Naz BeFs の み で ある 。 Nas Bek tk 
Cag SiO, に 相当 し 5 8B, © 及び と の 
四 種 の 変態 を も ち , その 関係 は «<<'= 
320° ye ‘EID @ 2 BH=115°) es 
Zo NaBeFs は 343° 以下 で は BCa 
SiO; と 同様 な 構造 を る つ 。 

BeF2 は SiO, に 相当 する も の で 低温 
Ti, 高温 型 石英 の 如く , 低温 型 と 高温 型 
と が あり , 両者 の 転位 点 は 220° で ある 。 
叉 cristobalite に 相当 する BeF。 も 見 吊 
され た 。 (Jour. Am. Ceram. Soc.,36, 
183~191, 1953) CRA) 
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Imperfections in nearly crystals. By W. Shockley, J. H. Hollomon, R. 


Maurer and F. Seitz. 
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新宿 区 東大 久保 2 7 317, 帝国 石油 株 式 会 社 探 録 部 ), DLL RE SS (A 
山 市 津島 ), RAS (BORE MAUNA S RO BOR), 佐藤 明男 (東北 大 
学 工 学部 鉱山 学科 ). 
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Silicates analysis (2nd edition). By A. W. Groves. 初版 は 1936 
Se ek abe その 後 の 新 容 料 を 加え て 第 二 版 が 出版 され た 。 ROKRBOR Bt 

» 試薬 に つい て 商 単 に 述べ , 次 いで 試料 の 探 取 法 , 分 本 操作 等 の 一 般 的 の こと が ら 
の 説明 が され て い Do 第 6 MICIABOERCHANS, 岩石 の 主 成分 及び 他 の 数 
種 の 元素 の 普通 定量 分 析 法 が 述べ られ , 第 7 章 に は 特別 の 分 析 法 と し て , 例え ば オキ 
シン に よる Mg の 定量 , F の 比 色 定量 , 高原 子 価 の Mn OWS, 或 は Na, KO 
BEER, 試料 借 少 の 際 の 分 析 法 等 が あげ られ て いる 。 続い て , 工業 方 面 へ の 応用 
や , 誤差 に つい て の 記述 が な され , 第 10 Hick B, As, F, V, Mo, SOR 
記載 され , 第 11 瘍 に は 元素 の 産出 状態 に つい て 地球 化学 的 庫 明 が され , 最後 の 第 
12 章 に は 分 析 結 果 の 数 値 の 取扱 い 方 が あげ られ て いる 。 分 光 分 析 , 題 微 化学 的 試験 
その 他 特 殊 の 試験 法 に つい て は 記述 され て いな い が , 普通 の 化学 分 析 及 び 比 色 法 等 の 
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